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はじめに

　日本における北米先住民 ｱ史研究は、ｱｹｶｰ年代から激化したアメリカ合
衆国（以下アメリカと略す）における先住民の自決運動や歴史研究におけ
るマイノリティー史研究の興隆に触発されて、ｱｹｶｰ年代の後半から本格化
した。それからすでに ｴｰ年ほどの年月が経過し、研究の蓄積も進んだ現在、
改めてこれまで行われてきた研究の全体を俯瞰したとき、そこにはどのよ
うな特徴と課題が見出されるのであろうか。筆者はそれを検討するために、
議論の前提として、これまで日本において刊行されてきた北米先住民史研
究に関わる文献を可能な限り網羅した文献目録の作成を試みた。本論に入
る前に、文末に添えたその文献目録について、あらかじめ説明を加えてお
きたい。
　今回作成した目録には、原則として日本で刊行された北米先住民に関す
る著書、論文、解説文、翻訳書、翻訳論文等のうち歴史学的研究に分類さ
れる文献を採録した。またそれに加え、人類学や社会学といった歴史学と
隣接する学問分野の文献やジャーナリスティックな文献も、北米先住民の
歴史学的研究に資すると判断したものについては、著書を中心に採録した。
ただし、新聞や雑誌等の短い記事や個人的な体験を主観的に記録した紀行
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文は除外することにした。
　ところで、目録に採録した文献が研究対象としている先住民であるが、
主として北米大陸のうち現在のアメリカとカナダが含まれる地域に暮らし
ていた先住民であることを断っておかなければならない。当然のことなが
ら、北米先住民にはメキシコ及び中米の先住民も含まれるが、その地域の
先住民史研究まで渉猟することは、アメリカ史を専門とする筆者の力量を
超えるため、今回は現在のアメリカとカナダが含まれる地域の先住民を研
究対象とした文献に限定せざるを得なかった。
　次に、目録の作成に利用した情報源であるが、主なものは以下の通り
である。井出義光他編『アメリカ研究邦語文献目録―歴史・政治・経
済』（東京大学出版会、ｱｹｷｳ年）、立教大学アメリカ研究所編『アメリカ
研究邦語文献目録Ⅱ―歴史・政治・経済・文学 ｱｹｷｰ～ ｷｴ』（東京大学
出版会、ｱｹｷｶ年）、アメリカ研究邦語文献目録編集委員会編『アメリカ研
究邦語文献目録Ⅲ―歴史・政治・経済・文学 ｱｹｷｵ～ ｷｹ』（東京大学出
版会、ｱｹｸｲ年）、東京大学アメリカ研究資料センター編『アメリカ研究邦
語文献目録Ⅳ―歴史 ｱｹｸｰ～ ｸｵ』（東京大学アメリカ研究資料センター、
ｱｹｸｷ年）、立教大学アメリカ研究所編『アメリカ・インディアン研究邦語
文献目録 ｱｹｴｵ～ ｱｹｸｷ』（『アメリカ研究シリーズ』［立教大学アメリカ研究
所］ｱｰ号、ｱｹｸｸ年）、横須賀孝弘編『目録・北米インディアンの本』（私
家版、ｱｹｹｹ年）、「GeNii学術コンテンツ・ポータル（国立情報学研究所）」
http╈ののge╆nii╆ac╆jpの、「NDLまOPAC国立国会図書館蔵書検索・申込システム」
http╈ののopac╆ndl╆go╆jpの。
　実際の目録作成作業は、上記の情報源のうち、まず既存の文献目録か
ら必要な文献の情報を抜き出し、基礎となる目録を作成した上で、新しい
文献の情報や既存の文献目録にある情報の不備をウェッブ上の検索サイト
によって確認しながら補っていくという手順で進めた。目録には可能な限
り文献の情報を採録したつもりであるが、依然として重要な文献が落ちて
いる可能性がある。その場合には、将来目録を改訂して再度刊行する予定
があるため、ぜひ次の連絡先まで情報をお寄せいただきたい。（連絡先：
mdsatoかotsuma╆ac╆jp）
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ŗǯȱȱ先住民史研究の始まり（ŗşŜŖ年代後半～ ŗşŝŖ年代半ば）

　先に述べた通り、日本における北米先住民史研究は ｱｹｶｰ年代後半から
本格化したが、北米先住民に対する歴史学的関心が、それ以前に全く存在
しなかったというわけではない。早くも ｱｹｵｰ年代に三崎敬之がピークォー
ト戦争を題材に、先住民に対する征服活動のアメリカ史における意味に
ついて検討を加えていたことは、その先見性において刮目に値する（三崎や
ｱｹｵｳ）。しかしその他には ｱｹｶｴ年に富田虎男が ｱｹ世紀のアメリカン・デモ
クラシーについて「インディアン」や「黒人」の立場から検証することの
重要性について論じるまで（富田や ｱｹｶｴ）、日本の歴史研究者が北米先住民
の問題を取り上げることはほとんどなかった。その背景には、伝統的に歴
史学が史料に基づく実証性を重視する学問とされてきたため、文字が無く、
自らの歴史を記録した史料を持たなかった北米先住民は研究対象とは見な
されず、彼らのような「未開人」の研究はもっぱら人類学が行うものであ
ると考えられていたこと、そして当時の日本のアメリカ史やカナダ史の研
究者の多くが社会的マジョリティーであるヨーロッパ系の人々の歴史にば
かり注目し、先住民のことをヨーロッパ系による開拓と発展の歴史の背景
としてしか認識せず、先住民がアメリカやカナダの歴史に果たしてきた主
体的な役割などほとんど顧みなかったという事情があった。
　しかしこのような日本の歴史学界における北米先住民研究に対する理解
や歴史研究者たちの偏った歴史認識は、ｱｹｶｰ年代にアメリカにおいて激化
した先住民の自決運動や女性を含むその他の社会的マイノリティーによる
復権運動と、それに呼応したマイノリティー史研究の興隆によって、根本
的に修正を迫られることになった。当時アメリカでは各種の運動を展開し
ていたマイノリティーたちが、それまでのマジョリティー中心の歴史観や
歴史像が、現実の社会の差別意識や差別構造を温存させる一因となってい
るとして、その修正を要求し、またその実現のためにはマイノリティーや
被抑圧者の視点に立った歴史研究の発展が不可欠であると主張していた。
これに対し、そのような要求や主張の政治的・学問的意味を鋭敏に感じ取っ
たアメリカ、或いは日本の歴史研究者たちが積極的にマイノリティー史研
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究に乗り出すようになり、これまでの歴史研究のあり方を問い直すような
研究が盛んに発表されるようになっていった。例を挙げれば、ｱｹｷｰ年にア
メリカで刊行され、ｱｹｷｲ年には日本語訳も刊行されたディー・ブラウンの
北米先住民抵抗史『わが魂を聖地に埋めよ』（ブラウンやｱｹｷｲ）が先住民史研
究のものとしてはその典型である。このような学問的潮流のなか、日本に
おける北米先住民史研究も次第に本格化していったのである。
　先に挙げた ｱｹｶｴ年の富田の研究はまさにその先駆けであったが、ｱｹｶｰ年
代後半になると、さらに富田が個別研究や北米先住民史の概説を発表する
一方で（富田 ｱｹｶｸ╇やｱｹｶｹa╇やｱｹｶｹb）、清水知久がその著書『アメリカ帝国』に
「インディアン」と題する一節を設け、アメリカ史を帝国の形成と発展の歴
史と捉えるアメリカ帝国論の視点から先住民の歴史をアメリカ史のなかに
位置づけてみせた（清水や ｱｹｶｸ）。清水はそこで展開した議論をさらに発展
させ、ｱｹｷｱ年には日本では初めての北米先住民の通史を刊行したが、その
なかで、当時アメリカで激化していた先住民の自決運動が、いかに先住民
の厳しい歴史的経験と深く結びついたものであるのかを、運動の当事者で
ある先住民の言葉を引用しながら鮮やかに描き出した（清水やｱｹｷｱ）。他方富
田も、ｱｹｷｴ年に清水、高橋章と共に著した『アメリカ史研究入門』におい
て、北米先住民史研究の動向を紹介しながら、帝国の歴史としてのアメリ
カ史理解には北米先住民史研究の発展とそこから得られる知識が不可欠で
あると論じるとともに、「われわれがインディアンの歴史を学ぶ場合、イン
ディアンの解放を支持する側に立つのかどうかを、まずはっきりさせてお
かなければならないであろう。しかし、インディアンの解放を支持する側
に立つといっても、それは言葉の問題でしかない。われわれ日本人自身が、
かつてアジアの諸民族を侵略し植民地化し、そして未解放部落やアイヌや
沖縄の人びとにたいする差別と、ベトナム、朝鮮をはじめとするアジアの
人びとにたいして、古い偏見に加えて新しい偏見を育てつつ民族的差別を
加えているとき、差別されたインディアンや黒人の立場に自分を同一化す
ることは絶望的なほど困難なことである」ｲ と、北米先住民史研究を行お
うとする日本人研究者の視点に対して厳しい問題提起を行った（富田や ｱｹｷｴ╇や
ｱｹｸｰ）。これらの富田と清水の諸研究は、北米先住民の歴史を研究すること
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が、民主主義国家のモデルを自任してやまないアメリカが抱える人種差別
や覇権主義といった構造的な矛盾を明らかにする上で役立つばかりか、そ
の矛盾に満ちたアメリカがつくり上げた支配体制に追随し続ける日本人の
姿勢そのものを問い直すことにもなるという鋭い問題意識に支えられたも
のであった。
　しかしこのような問題意識は、ただ富田や清水だけのものではなかった。
富田や清水の諸研究が発表されたのとほぼ同時期に、歴史研究者以外の人々
からも同様の問題意識に基づく著書が刊行された。一つはジャーナリスト
の本多勝一が著した『アメリカ合州国』であり（本多やｱｹｷｰ）、もう一つは化
学者である藤永茂が著した『アメリカ・インディアン悲史』である（藤永や
ｱｹｷｲ）。前者において本多は、アメリカ南西部に暮らす先住民への取材を通
して感得した先住民の視点からアメリカ史を捉え直すことの重要性につい
て説き、後者において藤永は、北米先住民史上の重要な出来事や人物につ
いて紹介しつつ、「インディアン問題」が持つ普遍性と日本人のそれとの関
わりについて論じた。富田や清水の諸研究に加えこれらの著書こそ、日本
における北米先住民史研究の出発点であった。

Řǯȱȱ基礎研究から個別研究へ（ŗşŝŖ年代半ば～ ŗşŞŖ年代）

　ｱｹｶｰ年代の後半から本格化した日本における北米先住民史研究は、ｱｹｷｰ
年代の半ばから ｸｰ年代にかけて基礎研究が充実するとともに、特定の問題
に焦点をあてた個別研究も発表されるようになった。
　まず、この時期に刊行された代表的基礎研究としては、偶然にも同じ
ｱｹｷｷ年に刊行された本間長世が解説し、平野孝が訳した北米先住民史史料
集『アメリカ・インディアン』（本間やｱｹｷｷ）、ジャーナリストのジョン・コスター
が著し、清水知久が翻訳した現代史に重点を置く通史『この大地、わが大
地』（コスターやｱｹｷｷ）、スミソニアン研究所の北米先住民史研究者であるウィ
ルコム・E・ウォシュバーンが著し、富田虎男が翻訳した通史兼研究入門書
の『アメリカ・インディアン』（ウォシュバーンやｱｹｷｷ）の三つが挙げられる。
これらのうち史料集である『アメリカ・インディアン』は、主として「白
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人」側のものであるとは言え、北米先住民史研究には欠かせない基本史料
を翻訳し編纂したものであった。その刊行により、同様の史料集としては、
先住民側の史料のみを採録した C・ハミルトン編の『滅びゆくインディアン』
（ハミルトンやｱｹｶｹ）しかないという状況が改善された。またコスターとウォ
シュバーンの通史は、非常に詳細な内容で、北米先住民史全般に関してよ
り詳しい情報を求める読者の需要を満たすものだった。さらにこのような
通史としては、ｱｹｸｰ年代に入ると、富田虎男が北米先住民史研究上の重要
なテーマに焦点をあてながら綴った『アメリカ・インディアンの歴史』が
刊行され（富田や ｱｹｸｲa）、また著名な北米先住民史研究者のウィリアム・T・
ヘーガンの著した通史『アメリカ・インディアン史』も西村頼男らによっ
て翻訳された（へーガンやｱｹｸｳ）。これらの著書の刊行によって、これから北
米先住民史研究を始めようとする者にとって恰好の入門書が出揃った。
　以上のように通史を中心とする基礎的な研究が充実する一方で、先に述
べた通り、ｱｹｷｰ年代半ばから ｸｰ年代にかけては、特定の問題に焦点をあて
た個別研究も発表され始めた。まず法学者の上田伝明が、強制移住後にチェ
ロキーが制定した憲法やアメリカの法制度と先住民の関係について論じた
一連の研究を相次いで発表した（上田やｱｹｷｴ╇やｱｹｷｹb╇やｱｹｸｳ╇やｱｹｸｸ）。また本来は
フランス文学が専門でありながら、アメリカに住む間に先住民の歴史に関
心を持つようになった加藤恭子が、植民地時代にニューイングランドで発
生したフィリプ王戦争について現地調査を行い、それを著書にまとめた（加
藤やｱｹｷｴ）。一方歴史研究者では、島川雅史がジェファソンの先住民観と彼が
展開した先住民政策の関係について考察し（島川やｱｹｷｸ）、白井洋子が留学先
であったペンシルベニアが植民地時代に展開した先住民政策の特色や先住
民との毛皮交易の歴史的な意味について論じ（白井やｱｹｸｱ╇やｱｹｸｷ╇やｱｹｸｹ）、藤本
博が ｱｸｳｰ年のインディアン強制移住法の制定過程について分析した（藤本や
ｱｹｸｴ）。またこれらに加え、折原卓美が ｱｹ世紀前半のインディアナにおけ
る先住民政策とそれに連動した土地投機業者の活動について明らかにし（折
原やｱｹｸｵ）、小山起功が、チェロキーが行っていた黒人奴隷制に関するアメリ
カでの研究動向を紹介した（小山やｱｹｸｵ）。以上のようなアメリカの先住民に
関する研究に対し、カナダの先住民については、竹中豊が現地での研究を
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もとに「白人」側の先住民観の変遷について史学史的に検討を加えるとと
もに、フランス系と先住民のヒューロニアにおける接触の文化的意味につ
いても分析を行った（竹中やｱｹｸｳa╇やｱｹｸｳb）。
　このように新しい個別研究が発表されるなか、それまで日本の北米先住
民史研究を牽引してきた富田虎男も、前述した通史に加え、特定の問題に
焦点を当てた個別研究を精力的に発表し続けた。そのうち特に幕末に日本
へ密航し、長崎で抑留中通詞たちに英語を教えた北米先住民の血を引くラ
ナルド・マクドナルドについて現地調査によってその足跡を明らかにした
著書（富田やｱｹｷｹc）や、江戸時代の日本人の北米先住民に対するイメージに
ついての検討（富田やｱｹｸｶb）、或いは ｱｹ世紀末に日本政府がアイヌ対策とし
て制定した北海道旧土人保護法と、同時期にアメリカ政府が先住民向けに
制定したドーズ法の比較史的な分析（富田やｱｹｸｹ╇やｱｹｹｰ）などは、日本人と北
米先住民の歴史的関係を問い直そうとする富田の問題意識が強く現れたも
のだった。
　以上のような個別研究の登場は、この時期の日本における北米先住民史
研究が、アメリカにおける研究を紹介することで、その学問的な重要性を
社会に認知させようとする啓蒙の段階から、研究者それぞれがその問題関
心に従って独自のテーマを設定し、場合によっては直接現地へ赴き、調査・
研究を行う段階へと移行しつつあったことを示していた。

řǯȱȱ研究の多様化（ŗşşŖ年代～）

　日本における北米先住民史研究は、ｱｹｹｰ年代以降、量的にも質的にもさ
らなる発展と変化を遂げた。特に発表される研究の量は、本稿に添付した
文献目録をもとに作成した表 ｱに示した通り、ｱｰ年間に約 ｵｰの研究が発
表されるペースだった ｱｹｷｰ年代や ｱｹｸｰ年代と比較すると、ｱｹｹｰ年代の ｱｰ
年間には ｱｲｹを数え、ｲｰｰｰ年代でもすでに ｱｰｰを超えようとしており、急
増している。またその内訳を見ると、ｱｹｹｰ年代の研究の約 ｶｰパーセント、
ｲｰｰｰ年代の研究の約 ｷｰパーセントは論文等に分類されるものであり、著書
や翻訳書の刊行数に大きな変化がないのに対し、その増加が顕著な特徴と
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やｱｹｵｰ年代 ｰ ｲ ｰ ｰ ｲ
やｱｹｶｰ年代 ｲ ｶ ｲ ｰ ｱｰ
やｱｹｷｰ年代 ｱｳ ｲｲ ｱｴ ｱ ｵｰ
やｱｹｸｰ年代 ｱｵ ｲｶ ｶ ｶ ｵｳ
やｱｹｹｰ年代 ｲｲ ｸｱ ｱｶ ｱｰ ｱｲｹ
やｲｰｰｰ年代 ｱｵ ｷｰ ｷ ｳ ｹｵ
や合計 ｶｷ ｲｰｷ ｴｵ ｲｰ ｳｳｹ

⸼ 䰆ᧄⓂᧃ䬽ᢥ₂⋡㍳䭡䭑䬷䬺ᚑ

なっている。これは ｱｹｹｰ年代以降、日本において北米先住民史研究に携わ
る研究者の裾野が急速に広がったことを暗示している。
　一方、ｱｹｹｰ年代以降に発表された研究の質的な変化について見てみると、
その最大の特徴は、研究の多様化にある。この多様化とは、研究が対象と
する先住民や地域、或いは時代の多様化だけを意味するのではなく、研究
が取り扱う事象や、それに応じて用いられる研究の枠組みや視点の多様化
をも意味している。すでに ｱｹｹｰ年代以前の研究においても、研究者それぞ
れの問題関心によって研究対象となる先住民、地域、時代、事象、そして
用いられる研究の枠組みや視点は様々であったが、ｱｹｹｰ年代以降、特に個
別研究が増加するなか、その多様化が一層進行した。またこの多様化と同
時に、それぞれの研究の細分化と詳細化も進んだ。利用可能な史料に制約
があり、直接現地で調査・研究することも困難であった時代とは異なり、
ｱｹｹｰ年代以降は IT技術の発達による情報収集の簡便化や現地調査及び留学
の機会の増大によって、日本で発表される北米先住民史研究も現地におけ
る研究と同様に、ある時代の特定の事象について、一次史料を用いながら
詳細に行われるものが多くなっていった。以下、そのように変化した ｱｹｹｰ
年代以降の個別研究のなかから代表的なものを、取り扱っているテーマや
研究分野ごとに紹介していきたい。
　まず、日本における北米先住民史研究において一貫して強い関心を集め
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てきたアメリカ政府の先住民政策史に関する研究であるが、その代表とし
ては、ｱｹｹｰ年代前半から精力的にこの分野の研究に取り組んだ鵜月裕典の
研究が挙げられる。鵜月は、北米先住民が被った苦難の歴史的意味を理解
するためには、ただ「白人」を強欲な征服者として非難するだけではなく、
彼らが展開した先住民政策の背後にある論理と、それに抵抗した先住民側
の論理の解明が不可欠であるとして、啓蒙的な概説から特定の時代の政策
を扱った個別研究まで幅広く先住民政策について論じた（鵜月や ｱｹｹｰa╇や ｱｹｹｲ╇や
ｱｹｹｳa╇や ｱｹｹｳb╇や ｱｹｹｳc╇や ｱｹｹｳd╇や ｱｹｹｴ╇や ｲｰｰｷ）。鵜月は個別の政策研究では、主と
して ｱｹ世紀前半の強制移住政策について論じたが、この強制移住政策や同
時期の先住民「文明化」政策について、特に先住民側の対応に焦点を当て
て検討したものに拙論（佐藤やｱｹｹｰ╇やｱｹｹｷ╇やｱｹｹｸ）と岩崎佳孝の研究がある（岩
崎・岡本やｱｹｹｷ╇や岩崎やｱｹｹｹb╇やｲｰｰｱ）。
　以上のような ｱｹ世紀の政策史研究に対し、水野由美子は ｲｰ世紀前半
に展開された先住民政策改革運動に着目し、教育、先住民文化、土地など
に対する先住民の権利をめぐる議論に焦点を当てながら、やはり政府側の
みならず政策の対象とされた先住民側の動向について分析を試みた（水野や
ｱｹｹｷ╇や ｲｰｰｰ╇や ｲｰｰｲ╇や ｲｰｰｴ）。このように先住民政策について論じる際、政府側
だけではなく先住民側の動向についても積極的に検討するという研究姿勢
は、アメリカ政府の先住民に対する言語政策を通史的に概観した伊藤聰（伊
藤やｱｹｹｵ）や近年の言語保護政策や宗教保護政策について論じた内田綾子（内
田やｲｰｰｱ╇やｲｰｰｵa）、さらにはインディアン再組織法について検討した野口久美
子（野口や ｲｰｰｳ╇や ｲｰｰｵ）にも共通しており、今日の先住民史研究者にとって、
政策の対象とされた先住民側の主体性の解明がいかに重要な課題と認識さ
れているかが窺える。
　ところで、この先住民政策史研究のなかには、先に述べた通り、富田虎
男によって始められた先住民政策の日米比較という分野がある（富田や ｱｹｸｹ╇や
ｱｹｹｰ）。この分野の研究としては、その後も、ｱｹ世紀前半のアメリカにおけ
る先住民の強制移住と ｱｹ世紀末の樺太アイヌの強制移住を比較した鵜月裕
典の研究や（鵜月やｱｹｹｰb）、明治期のアイヌに対する教育政策と土地政策を同
時期のアメリカの先住民政策と比較した黒岩裕の研究（黒岩やｱｹｹｳ）、そして
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ｱｹ世紀前半のアメリカにおける先住民の強制移住と ｲｰ世紀初頭の日高地方
におけるアイヌの強制移住についての比較した上田伝明の研究が発表され
た（上田や ｲｰｰｱ╇や ｲｰｰｲ）。しかし、この種の研究に利用できる日本側の史料に
制約があるためか、北米先住民史研究の意義を直接日本社会に問いかける
重要な分野でありながら、上記のもの以外には後続の研究がなかなか現れ
ない状況にある。
　以上のようなアメリカを対象とした先住民政策史研究に対し、カナダの
先住民政策史については、歴史学ではなく他の学問分野において、今日的
問題を検討する際の背景として論じられている場合が多い。例えば政治学
者の加藤普章は、カナダの連邦主義体制における先住民の法的地位や政治
的立場に関する研究において、カナダの先住民政策史についても概説して
いるし（加藤やｱｹｹｰ）、やはりカナダ政治が専門である鈴木健司も、ケベック
の分離独立問題と先住民の関係について検討する際に、ケベックの先住民
政策の変遷について歴史的な考察を行っている（鈴木や ｱｹｹｸ╇や ｲｰｰｵ）。またこ
の他にも、カナダ文学が専門の浅井晃が先ごろ刊行したカナダの先住民に
関する概説書においても、カナダの先住民政策史について多角的に論じら
れている（浅井やｲｰｰｴ）。
　次に、先住民政策と同様に北米先住民史研究において強い関心を集めて
きた先住民との毛皮交易に関する研究であるが、まず注目すべきは下山晃
の研究である。下山は当初アメリカの植民地時代の毛皮交易について研究
していたが、次第にその射程をアメリカ大陸以外の地域にも拡大していき、
世界各地で展開されていた毛皮交易の先住民に対する収奪システムとして
の側面を「世界システム論」的見地から検討し、それを著書にまとめた（下
山やｱｹｹｰ╇やｱｹｹｳ╇やｱｹｹｴ╇やｱｹｹｵ╇やｱｹｹｶ╇やｱｹｹｷ╇やｲｰｰｵ）。一方カナダ史研究者である木村
和男も、当初先住民との毛皮交易に関してハドソン湾会社の活動に焦点を
当てた研究を行っていたが、次第にその研究対象を北太平洋沿岸で各国が
展開したラッコ交易に広げていき、その世界史的意味について、やはり「世
界システム論」的視点から論じた（木村や ｲｰｰｲ╇や ｲｰｰｴ╇や ｲｰｰｷ）。このように毛
皮交易の経済史的研究が地域横断的な広がりを見せるマクロな研究となる
のに対して、特定の地域で行われた毛皮交易について、特定の時代の文脈
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で分析するミクロな個別研究も依然として続けられた。例えば、白井洋子
は ｱｹｹｰ年代に入っても植民地時代のペンシルベニアにおける毛皮交易と同
地の先住民政策の関係について論じたし（白井や ｱｹｹｱ）、澤田俊明は ｱｹ世紀
前半から半ばにかけての西部におけるクロウとブラックフィートとの毛皮
交易について概説し（澤田や ｱｹｹｶ╇や ｱｹｹｹa╇や ｲｰｰｲ）、岩崎佳孝は植民地時代にチ
カソーに受け入れられた「白人」トレーダーについて検討を加えた（岩崎や
ｲｰｰｰa）。
　以上のような政策史研究や毛皮交易史研究が、その研究成果の蓄積か
ら見て、日本における北米先住民史研究ではオーソドックスな研究分野で
あるとするならば、以下で紹介する先住民女性史研究や先住民と「公的記
憶」をめぐる研究は、先住民史研究以外の歴史研究からの刺激を受けつつ、
ｱｹｹｰ年代以降に登場した新しい研究分野である。
　まず先住民女性史研究であるが、一般のアメリカ女性史研究が日本でも
ｱｹｷｰ年代以降急速に発展していった一方で、その一翼を担うはずの分野で
ありながら、必ずしも同様には発展していかなかった。その背景には、当
初日本におけるアメリカ女性史研究が、主として「白人」女性を対象とし
た研究であったという事情がある。しかしそのような研究状況に対する批
判から、ｱｹｹｰ年代以降アメリカ「黒人」女性史研究をはじめとするマイノ
リティー女性史研究が日本でも本格化し、その潮流の中で先住民女性史研
究も少しずつ現れるようになった。その先駆けである坂本ひとみの研究は、
先住民女性の先住民社会における役割とその歴史的な重要性を説いたもの
であったが（坂本や ｱｹｹｶ╇や ｱｹｹｷ）、ｲｰｰｰ年代に入ると、石井泉美が留学中アメ
リカで先住民女性史研究に直接触れた成果を個別研究としてまとめ、さら
にはアメリカにおけるジェンダー概念を使った先住民女性史研究の動向に
ついても紹介した（石井やｲｰｰｱ╇やｲｰｰｵ╇やｲｰｰｶ）。このようなジェンダー概念を先
住民女性史研究に導入する試みとしては、先住民女性と「文明化」の関係
を検討した拙論もその一例である（佐藤やｲｰｰｱ╇やｲｰｰｴa）。ただし、以上の研究
の他には依然として個別研究はなく、先住民女性史研究は今後のさらなる
発展が待たれる状況にある。
　次に、先住民と「公的記憶」をめぐる研究であるが、近年のアメリカ史
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研究において活発に交わされている「公的記憶」をめぐる議論に、先住民
史研究の立場から一石を投じるものである。そもそもアメリカにおける「公
的記憶」とは、本来多様な国民を抱えるアメリカという国家の政治的統一
を保証する役割を担ってきたものだが、その一方で歴史の相対化を阻み、
ナショナリズムや多数派のエスノセントリズムを背景にした偏狭な歴史観
の醸成にも貢献してきた。内田綾子は、このようなアメリカの「公的記憶」に、
先住民の歴史とそのヴァナキュラーな「記憶」はどのように対抗し、或い
は接合され得るのかという問題について、近年の先住民の聖地や史跡の記
念のあり方をめぐる対立に焦点を当てて分析を試みた（内田や ｲｰｰｰa╇や ｲｰｰｴ）。
他方文学及び表象研究が専門である鈴木透も、内田とほぼ同じ観点から、
先住民の歴史や「記憶」を包含した「公的記憶」を再構築する可能性とそ
の意義について、内田も取り上げたリトルビッグホーン戦跡を題材にして
検討を加えた（鈴木や ｲｰｰｴ╇や ｲｰｰｵ）。これに対し白井洋子は、博物館展示によ
る先住民イメージや「公的記憶」の構築のされ方について、スミソニアン
国立アメリカ美術館が開催した西漸運動に関する企画展の内容をめぐる論
争を材料に議論を展開した（白井や ｱｹｹｶ）。このような先住民と「公的記憶」
の関係をめぐる議論は、他のマイノリティー集団を扱った同種の議論と同
様に、今後も公的なアメリカ史像の再編をめぐる異なる歴史観のせめぎ合
いのなかで続けられていくものと思われる。

おわりに

　以上のように ｱｹｹｰ年代以降、日本における北米先住民史研究は量的に増
大し、質的には多様化、細分化、詳細化が進んだ。しかしその状況を、研
究の「発展」として手放しで喜べるかと言えば、やや不安な点もある。な
ぜなら多くの学問分野で起こっていることと同様に、研究の増大とそれに
伴う多様化や細分化は、その結果として研究の蛸壺化をもたらす危険があ
るからである。それぞれの研究者が、自己の研究にのみ拘泥し、ただその
詳細さや独自性のみを誇り、他の研究者がどのような研究を、どのような
問題意識に基づいて行っているのか知らず、また自己の研究と他の研究が
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どのような関係にあるのかにも関心を払わないとするならば、はたしてそ
のような研究分野に本当の意味での発展はあるのだろうか。もちろん日本
における北米先住民史研究が現在そのような状況に陥っているとは考えて
いないが、ある程度の研究者がすでに存在し、またその背後にはこれから
研究の道に入ろうとする研究者予備軍が存在すると想定される以上、日本
における北米先住民史研究も、研究の蛸壺化を防止しつつ、さらなる発展
を期すために、研究者間の交流を促進し、研究者同士の協力関係を構築し
ていくことが求められているのではないだろうか。
　もちろんそのような協力関係は、同じ北米先住民史研究者の間のみなら
ず、他のアメリカ史やカナダ史の研究者との間でも、また他の学問分野の
先住民研究者との間でも構築する必要があるだろう。個人的な経験から言
えば、先年アメリカにおける先住民とアフリカ系アメリカ人の歴史的関係
について検討した際に（佐藤や ｲｰｰｵc）、アメリカ「黒人」史研究の成果から
多くの情報を得たし、人類学や社会学の北米先住民に関する研究成果から
も多くを学んだ。また研究における自己の問題意識を明確化する際にも、
特に近年歴史研究者以外の北米先住民研究、例えば石山徳子、阿部珠理、
鎌田遵といった現在の先住民が抱える問題を現地調査に基づいて検討して
いる人々の研究から重要な示唆を受けている（石山や ｲｰｰｴ╉や阿部や ｲｰｰｵ╉や鎌田や
ｲｰｰｶ）。かつて、歴史学として研究するには史料が乏しいために人類学が行
うものとされてきた北米先住民研究に、あえて歴史研究者が乗り出そうと
したとき、研究者たちは人類学をはじめとする隣接諸科学の研究成果から
積極的に学び、その方法論を援用することで研究上の制約を打ち破ろうと
してきた。しかし、そのような先住民史研究のあり方は決して過去のもの
ではなく、研究対象や研究の枠組みが多様化した現在、以前にも増して他
の研究分野へ協力を求め、研究を学際化していく必要性が出てきているの
ではないだろうか。
　そのような研究状況を考えるとき、ｲｰｰｶ年のアメリカ学会年次大会にお
いて、アメリカ先住民研究分科会が発足したことは、実に時宜を得た出来
事であった。今後はこの分科会を基盤に、研究者の交流が進み、研究者同
士の協力関係が築かれていくならば、日本における北米先住民史研究のみ
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ならず、北米先住民研究全体が本当の意味で発展していくことは間違いな
いだろう。
　最後に、筆者がこの新たに発足したアメリカ先住民研究分科会における
研究者の交流に特に期待している点を述べて、まとめに代えたい。それは
研究の基盤となる問題意識の切磋琢磨という問題である。日本における北
米先住民史研究は、先に述べた通り、その始まりにおいて、非常に厳しい
問題意識を内包していた。はたして現在数多く発表されている研究は、そ
のような問題意識をどれほど継承しているのだろうか。或いはまた自らの
研究のあり方を問うような、今という時代が生み出す新たな問題意識をど
れほど提示しているのだろうか。このような問いを研究者同士が投げかけ
合える場としてアメリカ先住民研究分科会が機能すれば、今後どのように
研究が多様化し、細分化していったとしても、研究者同士が議論を交わす
共通基盤が失われず、それぞれの研究が蛸壺化していくことはないであろ
う。アメリカ先住民研究分科会が、歴史研究者のみならず多様な北米先住
民研究者たちが直接語り合い、お互いの問題意識を磨き合う場として発展
していくことを願いつつ、小論をおわりたい。

˄ᚡ ᾉ ஜᆜỊỴἳἼỽܖ˟ᇹ ᵒᵎׅ࠰ഏٻ˟ᇹ ᵏׅỴἳἼỽέ˰ൟᄂᆮЎ

ᅹ˟ ίᵐᵎᵎᵔ ࠰ ᵔஉ ᵏᵏଐὸ ỆấẬỦإԓửờểỆؓᇿẲẺờỉỂẝụẆ ˌ

ɦỉ૨ྂႸỊإԓỉᨥỆᣐࠋẲẺႸỆьᇿ ὉᚖദửẲẺờỉỂẝỦẇ

註

ｱ╆や小論で用いられる北米先住民という呼称は、本来ヨーロッパ系の人々が到来する以前から北米
大陸のあらゆる地域に居住していた先住民と、その子孫を指す総称であるが、小論では本文中（ｷｴ
頁）でも断わっている通り、主として現在アメリカ合衆国とカナダとなっている地域に居住して
いた先住民と、その子孫を指して用いている。また小論では、文脈によって「インディアン」と
いう誤解に基づいて生まれた呼称を使用する場合や、「黒人」「白人」といった近代の歴史が構築
してきた「人種」概念に基づく呼称を使用する場合には、カギ括弧を付すことで、学問的に、或
いは政治的に問題を含む呼称であるという筆者の認識を表すこととした。

ｲ╆やこの引用部分は ｱｹｸｰ年の『アメリカ史研究入門』の第 ｲ版に従ったものである。ｱｹｷｴ年の初
版の引用に該当する部分は「われわれがインディアンの歴史を学ぶ場合、インディアンの解放を
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支持する側に立つのかどうかを、まずはっきりさせておかねばならないであろう。しかし、イン
ディアンの解放を支持する側に立つといっても、それは言葉の問題でしかない。われわれ日本人
自身が、かつてアジアの諸民族を侵略し植民地化し、そして未解放部落・アイヌ・沖縄の人びと
にたいする民族内差別と、ベトナム、朝鮮をはじめとするアジアの人びとにたいして、古い偏見
に加えて新しい偏見を育てつつ民族的差別を加えているとき、差別されたインディアンや黒人の
立場に自分を同一化することは絶望的なほど困難なことである（下線は筆者による付記）」となっ
ており、第 ｲ版とは下線を付した部分が異なっている。このうち「民族内差別」（初版）から「差
別」（第 ｲ版）への変更は、小論の文脈へ与える影響は少ないものの、富田の民族としての「日本人」
に対する認識の変化を示す重要な変更であり、またそのような富田の認識の変化に賛同する立場
から、本文ではあえて第 ｲ版の文章を引用し、このような註を付してその理由を説明することと
した。

日本における北米先住民研究文献目録
歴史学分野

アードス，R、A・オルティス（編）

　ｱｹｹｷや 『アメリカ先住民の神話伝説』上・下巻（松浦俊輔他訳 《青土社 ╆

青木晴夫　

　ｱｹｷｲや 『滅びゆくことばを追って―インディアン文化への挽歌』三省堂 ╆

　ｱｹｷｹや 『アメリカ・インディアン―その生活と文化』講談社 ╆

青柳清孝　

　ｱｹｷｶや 「新大陸とインディアン」猿谷要（編）『総合研究アメリカ ｱ―人口と人種』研究社 ╇や
pp╆やｴまｳｸ╆

　ｱｹｸｲや 「部族のアイデンティティ―オクラホマのアナダーコーとその近辺のインディアン」
綾部恒雄（編）『アメリカ民族文化の研究―エスニシティとアイデンティティ』弘文
堂 ╇やpp╆やｵｱまｸｲ╆

　ｱｹｹｹや 「大都市シカゴとインディアン―都市先住民社会史への試み」青柳清孝、松山利夫（編）
『先住民と都市―人類学の新しい地平』青木書店 ╇やpp╆やｲｱｳまｲｲｸ╆

　ｲｰｰｶや 『ネイティブ・アメリカンの世界―歴史を糧に未来を拓くアメリカ・インディアン』
古今書院 ╆

赤澤やや威他（編）

　ｱｹｹｲや 『アメリカ大陸の自然誌 ｲ―最初のアメリカ人』岩波書店 ╆

秋元英一　

　ｱｹｹｱや 「アメリカ史における地域と経済―経済史の方法論にかんするノート」高浦忠彦、西
川純子（編）『近代化の国際比較―経済史的接近』世界書院 ╇やpp╆やｵまｱｹ╆

　ｱｹｹｵや 「インディアンの経済とヨーロッパ人の経済」秋元英一『アメリカ経済の歴史―
ｱｴｹｲ－ ｱｹｹｳ』東京大学出版会 ╇やpp╆やｸまｱｴ╆
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浅井　晃　

　ｲｰｰｴや 『カナダ先住民の世界―インディアン・イヌイット・メティスを知る』彩流社 ╆

阿部珠理　

　ｱｹｹｴや 『アメリカ先住民の精神世界』日本放送出版協会 ╆

　ｱｹｹｷや 「ポカホンタスあるいは神話の超克」後藤昭次（編）『文学と批評のポリティクス―
アメリカを読む思想』大阪教育図書 ╇やpp╆やｴｳまｵｶ╆

　ｲｰｰｱや 「犬でも狼でもなく―ラコタ・スー族におけるエスニック・アイデンティティの創造」
宇野邦一、野谷文昭（編）『マイノリティは創造する』せりか書房 ╇やpp╆やｱｷｹまｲｰｰ╆

　ｲｰｰｲや 「先住民文化再生への視座―自立と尊厳の回復に向かって」西村頼男、喜納育江（編
著）『ネイティヴ・アメリカンの文学―先住民文化の変容』ミネルヴァ書房 ╇やpp╆やｳｹまｵｶ╆

　ｲｰｰｵや 「ラコタ・スー―七世代目の民族再生へ向けて」富田虎男、スチュアート　ヘンリ（編）
『講座世界の先住民族―ファースト・ピープルズの現在― ｰｷ北米』明石書店 ╇やpp╆や
ｱｱｹまｱｳｵ╆

　ｲｰｰｵや 『アメリカ先住民―民族再生にむけて』角川書店 ╆

　ｲｰｰｶや 『大地の声―アメリカ先住民の知恵のことば』大修館書店 ╆

イーグル，D．C．や

　ｱｹｸｳや 『ウィンター・カウント―スー族の酋長が記したアメリカ・インディアンの歴史』（神
田英次訳）誠文堂新光社 ╆

石井泉美　

　ｲｰｰｱや “‘NotやAやWigwamやNorやBlanketやNorやWarwhoop’╈やCherokeesや andや theやWomanぅsや
ChristianやTemperanceやUnion╇”や『アメリカ・カナダ研究』ｱｸ（上智大学アメリカ・カナ
ダ研究所）╇やpp╆やｱまｱｵ╆

　ｲｰｰｵや “SurvivingやColonization╈やNativeやAmericanやWomenやandやTheirやLives╇”や『言語文化』（同
志社大学）ｷ〉ｴ）╇やpp╆やｵｹｷまｶｱｱ╆

　ｲｰｰｶや 「ジェンダーの視点から考察する Americaや Indianの社会」『言語文化』（同志社大学）
ｹ〉ｲ《╇やpp╆やｳｲｳまｳｴｳ╆

石山徳子

　ｲｰｰｴや 『米国先住民族と核廃棄物―環境正義をめぐる闘争』明石書店 ╆

一之宮久　

　ｱｹｸｱや 『帰ってきたナバホ―アメリカ・インディアン探訪記』三一書房 ╆

　ｱｹｸｶや 『わが聖地を守れ！―ナバホ・インディアンの強制転住』三一書房 ╆

伊藤　聰　

　ｱｹｸｱや 「アメリカ・インディアン復権運動と英語」『時事英語研究』（研究社）ｳｶ〉ｳ《╇やpp╆やｶｴまｶｶ╆

　ｱｹｸｳや 「アメリカ・インディアンと英語教育Ⅰ― KennedyやReportやと RockやPointやCommunityや
School」『名古屋短期大学研究紀要』（名古屋短期大学出版部）ｲｱ╇やpp╆やｳｹまｶｳ╆

　ｱｹｸｴや 「アメリカ・インディアンと英語教育Ⅱ―英語強制から二言語併用教育へ」『名古屋
短期大学研究紀要』（名古屋短期大学出版部）ｲｲ╇やpp╆やｱまｲｷ╆
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　ｱｹｹｳaや 「映画『ダンス・ウィズ・ウルヴズ』の評価をめぐって」『泉』（愛知学泉大学文人研究
会）ｴ╇やpp╆やｱまｱｳ╆

　ｱｹｹｳbや 「英語句から探るインディアン・白人関係小史」『泉』（愛知学泉大学文人研究会）ｶ╇や
pp╆やｶｵまｱｰｶ╆

　ｱｹｹｵや 「アメリカ・インディアン諸言語―政府による政策の歴史および維持・発展活動につ
いて」『経営研究』（愛知学泉大学経営研究所）ｹ〉ｲ《╇やpp╆やｲｸｳまｲｹｸ╆

　ｱｹｹｶや 「原住アメリカ人言語法―解説および翻訳」『泉』（愛知学泉大学文人研究会）ｱｰ╇やpp╆や
ｲｲｹまｲｳｳ╆

　ｱｹｹｷaや 「アメリカ・インディアン高校生の中途退学問題について―上」『経営研究』（愛知学
泉大学経営研究所）ｱｰ〉ｳ《╇やpp╆やｵｳｵまｵｵｸ╆

　ｱｹｹｷbや 「アメリカ・インディアン高校生の中途退学問題について―中」『経営研究』（愛知学
泉大学経営研究所）ｱｱ〉ｱ《╇やpp╆やｱｱｳまｱｳｱ╆

　ｱｹｹｷcや 「アメリカ・インディアン高校生の中途退学問題について―中－続」『経営研究』（愛
知学泉大学経営研究所）ｱｱ〉ｳ《╇やpp╆やｴｶｳまｴｷｹ╆

　ｱｹｹｷdや 「アメリカ・インディアン高校生の中途退学問題について―下」『経営研究』（愛知学
泉大学経営研究所）ｱｲ〉ｱ《╇やpp╆やｱｲｵまｱｳｶ╆

　ｱｹｹｸや 「アメリカ・インディアン＝白人関係歴史年表―インディアン教育を中心として」『経
営研究』（愛知学泉大学経営研究所）ｱｳ〉ｱ《╇やpp╆やｶｷまｸｴ╆

　ｲｰｰｳや 「アメリカ・インディアン関係書誌」『経営研究』（愛知学泉大学経営研究所）ｱｶ〉ｳ《╇やpp╆や
ｳｵｳまｳｷｱ╆

　ｲｰｰｴや 「翻訳の難しさについて―インディアン関係資料翻訳の場合」『経営研究』（愛知学泉
大学経営研究所）ｱｷ〉ｲ・ｳ《、pp╆やｲｸｱまｲｸｸ╆

　ｲｰｰｵや 「アメリカ・インディアン犯罪の特殊性について」『経営研究』（愛知学泉大学経営研究
所）ｱｹ〉ｱ《、pp╆やｱまｱｹ╆

岩崎佳孝　

　ｱｹｹｹaや 「ｱｸｱｲ年戦後のインディアン政策とアンドルー・ジャクソン― ｱｸｱｸ年チカソー条約
を中心に」『中・四国アメリカ学会創立 ｲｵ周年記念論文集』（中・四国アメリカ学会）
pp╆やｵｷまｷｱ╆

　ｱｹｹｹbや 「『野蛮』の啓蒙と『文明』の受容― ｱｹ世紀初頭の合衆国インディアン移住政策と
インディアン部族の対応に関する一研究」『アメリカス研究』（天理大学アメリカス学会）
ｴ╇やpp╆やｱｴｵまｱｶｳ╆

　ｲｰｰｰaや 「白いインディアンになったイギリス人― ｱｸ世紀の北米大陸におけるインディアン・
トレーダーに関する一考察」『英米文化』（英米文化学会）ｳｰ╇やpp╆やｱｲｷまｱｴｰ╆

　ｲｰｰｰbや 「火と水に囲まれて―『文明化』した合衆国南東部の部族」『インディアンの声を聞け』
ワールドフォトプレス ╇やpp╆やｲｱｷまｲｲｲ╆

　ｲｰｰｱや 「強制移住後のインディアン・テリトリーにおけるアメリカ先住民部族―チカソー
族の部族内抗争と部族自治への道程」『アメリカ史研究』（アメリカ史研究会）ｲｴ╇やpp╆や
ｱまｱｶ╆

　ｲｰｰｴや 「二〇年代の西部劇―滅び行くインディアン」英米文化学会（編）『アメリカ ｱｹｲｰ年
代―ローリング・トウェンティーズの光と影』金星堂 ╇やpp╆やｱｸｰまｱｹｳ╆
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　ｲｰｰｵや 「チカソー―自決への道の模索」富田虎男、スチュアート　ヘンリ（編）『講座世界
の先住民族―ファースト・ピープルズの現在― ｰｷ北米』明石書店 ╇やpp╆やｱｰｲまｱｱｸ╆

岩崎佳孝、岡本勝

　ｱｹｹｷや 「文明化に対するインディアン部族の対応― ｱｸｲｰ年代におけるチカソー族文明化学
校の事例」『欧米文化研究』（広島大学社会科学研究科）ｴ╇やpp╆やｲｱまｳｷ╆

煎本　孝　

　ｱｹｸｳや 『カナダ・インディアンの世界から』福音館書店 ╆

ウィルソン，エドマンド

　ｱｹｹｱや 『森林インディアンやイロクォイ族の戦い』（村山優子訳）思索社 ╆

ウェザーフォード，ジャック・Mや

　ｱｹｹｶや 『アメリカ先住民の貢献』（小池佑二訳）パピルス ╆

ウェスト，ジェサミン

　ｱｹｷｶや 『フォール・クリークの虐殺』（中村妙子訳）評論社 ╆

上田伝明　

　ｱｹｷｰaや 「チェロキ憲法における土地共有制度の崩壊」『名古屋大学法政論集』（名古屋大学）
ｴｹ╇やpp╆やｱｹまｷｱ╆

　ｱｹｷｰbや 「南北戦争とインディアン憲法」『法経研究』（静岡大学）ｱｹ〉ｱ《╇やpp╆やｷｹまｱｱｷ╆

　ｱｹｷｰcや 「インディアン憲法の崩壊」『法経研究』（静岡大学）ｱｹ〉ｲ《╇やpp╆やｶｵまｹｹ╆

　ｱｹｷｱや 「カイオワ族における身分制度の崩壊」『名古屋大学法政論集』（名古屋大学）ｵｰ╇やpp╆や
ｵｷまｸｹ╆

　ｱｹｷｴや 『インディアン憲法崩壊史研究』日本評論社 ╆

　ｱｹｷｷや 「一九四六年合衆国インディアン請求委員会法について」『法社会学』（日本法社会学会）
ｲｹ╇やpp╆やｶｷまｷｹ╆

　ｱｹｷｹaや “InstituteやforやtheやDevelopmentやofやIndianやLaw╈やIndianやSovereignty╇やｱｹｷｷ（公法学の動向）”
『法律時報』（日本評論社）ｵｱ〉ｱ《╇やpp╆やｱｵｷまｱｵｹ╆

　ｱｹｷｹbや 『インディアン請求委員会の研究』法律文化社 ╆

　ｱｹｸｰや 「スー族インディアンと白人の土地収奪―米連邦最高裁判決を契機に」『法学セミ
ナー』（日本評論社）ｳｰｸ╇やpp╆やｲｶまｳｰ╆

　ｱｹｸｲや 「メイン州インディアンによる土地請求事件と合衆国憲法」『法経研究』（静岡大学）
ｳｱ〉ｱ・ｲ《╇やpp╆やｵｳまｷｲ╆

　ｱｹｸｳや 『インディアンと合衆国憲法』法律文化社 ╆

　ｱｹｸｶや 「マニフェスト・デスティニと合衆国憲法―序説」『名古屋大学法政論集』（名古屋大
学）ｱｰｹ╇やpp╆やｱｴｱまｱｵｸ╆

　ｱｹｸｸや 『マニフェスト・デスティニとアメリカ憲法』法律文化社 ╆

　ｱｹｹｴや 『インディアン研究の旅』法律文化社 ╆

　ｲｰｰｱや 「アメリカ原住民とアイヌ民族―二つの強制移住をとおして（ｱ）」『椙山女学園大学
研究論集、社会科学篇』（椙山女学園大学）ｳｲ╇やpp╆やｵｱまｶｰ╆
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　ｲｰｰｲや 「アメリカ原住民とアイヌ民族―二つの強制移住をとおして（ｲ）」『椙山女学園大学
研究論集、社会科学篇』（椙山女学園大学）ｳｳ╇やpp╆やｲｲｱまｲｲｸ╆

上村英明

　ｱｹｹｲや 『先住民族―「コロンブス」と闘う人びとの歴史と現在』解放出版社 ╆

ウォシュバーン，W．E．

　ｱｹｷｷや 『アメリカ・インディアン―その文化と歴史』》新アメリカ史叢書、別巻 『（富田虎男訳）
南雲堂 ╆

　ｱｹｸｹや 『ドーズ法とアメリカ・インディアン―インディアン部族制の崩壊』（鵜月裕典、西
出敬一訳）『札幌学院大学人文学会紀要』（札幌学院大学）ｴｵ╇やpp╆やｲｳまｹｱ╆

内田綾子

　ｱｹｹｹaや 「ペヨーテ信仰とキリスト教―平原インディアンの文化的複合」『言語文化論集』（名
古屋大学）ｲｰ〉ｲ《╇やpp╆やｲｳまｲｶ╆

　ｱｹｹｹbや “TheやProtestantやMissionやandやNativeやAmericanやResponse╈やTheやCaseやofや theやDakotaや
Mission╇やｱｸｳｵまｱｸｶｲ╇”や『英文ジャーナル』（日本アメリカ学会）ｱｰ╇pp╆やｱｵｳまｱｷｵ╆

　ｲｰｰｰaや 「先住アメリカ人における歴史的和解―ブラック・ヒルズとウンデッド・ニーをめぐっ
て」『アメリカ史研究』（アメリカ史研究会）ｲｳ╇やpp╆やｷｷまｹｲ╆

　ｲｰｰｰbや 「平原インディアンのサンダンスとキリスト教―ラコタ族の場合」『言語文化論集』（名
古屋大学）ｲｱ〉ｲ《╇やpp╆やｲｳまｳｷ╆

　ｲｰｰｱや 「アメリカ先住民族の言語復興と教育―近年の動向から」『言語文化論集』（名古屋大
学）ｲｳ〉ｱ《╇やpp╆やｲｱまｳｵ╆

　ｲｰｰｴや 「アメリカ先住民と記憶の景観―リトルビッグホーン戦場とサンドクリーク虐殺地」
田中きく代、高木（北山）真理子（編）『北アメリカ社会を眺めて―女性軸とエスニ
シティ軸の交差点から』関西学院大学出版会 ╇やpp╆やｲｲｳまｲｴｰ╆

　ｲｰｰｵaや 「アメリカ先住民と信教の自由―ローカルな聖性をめぐって」『国際開発研究フォー
ラム』（名古屋大学）ｲｹ╇やpp╆やｱｳｹまｱｵｲ╆

　ｲｰｰｵbや 「シャイアン―経済開発と文化継承の間で」富田虎男、スチュアート　ヘンリ（編）
『講座世界の先住民族―ファースト・ピープルズの現在― ｰｷ北米』明石書店 ╇やpp╆や
ｱｳｶまｱｴｹ╆

　ｲｰｰｶや 「ショーニー・インディアン・ミッション―フロンティアにおける異文化の交差点」
北米エスニシティ研究会（編）『北米の小さな博物館―「知」の世界遺産』彩流社 ╇や
pp╇やｱｶまｲｳ╆

鵜月裕典

　ｱｹｹｰaや 「ｱｸｳｰ年インディアン強制移住法成立過程の一考察―白人社会内の賛否両論の検討
を中心として」『札幌学院大学人文学会紀要』（札幌学院大学）ｴｸ╇やpp╆やｲｳまｵｳ╆

　ｱｹｹｰbや 「日米両国の先住民政策と強制移住」『札幌学院大学現代法研究所年報 ｱｹｸｹ』（札幌学
院大学）╇やpp╆やｲｶまｳｳ╆

　ｱｹｹｱや 「ｱｸｳｰ年インディアン強制移住法」（翻訳）『アメリカ研究シリーズ』（立教大学アメリ
カ研究所）ｱｳ╇やpp╆やｳまｵ╆

　ｱｹｹｲや 「ｱｸｳｴ年インディアン関連二法とインディアン強制移住」『札幌学院大学人文学会紀要』
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（札幌学院大学）ｵｲ╇やpp╆やｱｷｷまｲｰｵ╆

　ｱｹｹｳaや 「ジャクソン期インディアン領地構想についての一考察」『札幌学院大学人文学会紀要』
（札幌学院大学）ｵｳ╇やpp╆やｲｷまｵｲ╆

　ｱｹｹｳbや 「アメリカ合衆国のインディアン政策とインディアン」『北海道とアメリカ』札幌学院
大学生活協同組合 ╇やpp╆やｱｷｷまｲｲｳ╆

　ｱｹｹｳcや 「合衆国のインディアン政策の展開とインディアン」歴史学研究会（編）『南北アメリ
カの ｵｰｰ年』ｳ、青木書店 ╇やpp╆やｳｸまｵｴ╆

　ｱｹｹｳdや 「ジャクソン期インディアン強制移住政策とインディアン」『常識のアメリカ・歴史の
アメリカ―歴史の新たな胎動』木鐸社 ╇やpp╆やｱｵｱまｱｹｱ╆

　ｱｹｹｴや 「ジェディダイア・モースのインディアン改革計画」『史苑』（立教大学史学会）ｵｴ〉ｲ《╇や
pp╆やｲｲまｳｸ╆

　ｱｹｹｶや 「先住民と多文化主義―帰属意識をめぐって」『アメリカ史研究』（アメリカ史研究会）
ｱｹ╇やpp╆やｲｹまｳｳ╆

　ｱｹｹｷや 「共生の試みと挫折―インディアンの共和国と強制移住」木村靖二、上田信（編）『人
と人の地域史』（地域の世界史 ｱｰ）山川出版社 ╇やpp╆やｳｳｱまｳｷｴ╆

　ｲｰｰｰaや 「アメリカ・インディアンの自意識の多様性」五十嵐武士（編）『アメリカの多民族体
制―「民族」の創出』東京大学出版会 ╇やpp╆やｲｴｱまｲｶｵ╆

　ｲｰｰｰbや 「インディアン強制移住―不実な『父親』、抗う『子供たち』」富田虎男他（編）『ア
メリカの歴史を知るための ｶｰ章』明石書店 ╇やpp╆やｹｹまｱｰｲ╆

　ｲｰｰｰcや 「インディアンの隔離と同化―『インディアン』は殺せ、『人間』は救え」富田虎男他（編）
『アメリカの歴史を知るための ｶｰ章』明石書店 ╇やpp╆やｱｵｰまｱｵｳ╆

　ｲｰｰｲや 「アメリカ先住民―対白人関係史の諸相」西村頼男、喜納育江 〉編著 《『ネイティブ・
アメリカンの文学』ミネルヴァ書房 ╇やpp╆やｲまｱｸ╆

　ｲｰｰｶや 「西部」アメリカ学会 〉訳編 《『原典アメリカ史―社会史史料集』岩波書店 ╇やpp╆や
ｹｴまｱｰｲ╆

　ｲｰｰｷや 『不実な父親・抗う子供たち― ｱｹ世紀アメリカによる強制移住政策とインディアン』
木鐸社 ╆

鵜月裕典、西出敬一

　ｱｹｹｱや 「ｱｸｸｷ年インディアン一般土地割当法（ドーズ法）」（翻訳）『アメリカ研究シリーズ』（立
教大学アメリカ研究所）ｱｳ╇やpp╆やｶまｱｲ╆

梅田久枝

　ｱｹｷｹや 「アメリカ・インディアン宗教自由法」（翻訳・立法紹介）『外国の立法』（国立国会図
書館調査立法考査局）ｱｸ〉ｲ《╇やpp╆やｷｶまｷｹ╆

大島良行

　ｱｹｹｳや 「インディアン戦争に対する白人の反応― ｱ」『専修人文論集』（専修大学学会）ｵｲ╇や
pp╆やｱまｳｴ╆

　ｱｹｹｴや 「インディアン戦争に対する白人の反応― ｲ」『専修人文論集』（専修大学学会）ｵｳ╇や
pp╆やｱｲｱまｱｴｲ╆

　ｱｹｹｸや 「『インディアン戦争』の原点」『専修人文論集』（専修大学学会）ｶｳ╇やpp╆やｱまｱｹ╆
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大貫良夫（編）

　ｱｹｹｵや 『モンゴロイドの地球 ｵ―最初のアメリカ人』東京大学出版会 ╆

岡田章雄

　ｱｹｵｰや 「ヴァージニヤの探検と土人の小舟」『日本歴史』（日本歴史学会）ｲｷ╇やpp╆やｲｶまｲｹ╆

岡田宏明

　ｱｹｶｹや 「アメリカ・インディアン」大橋健三郎（編）『講座アメリカの文化』ｲ╇や南雲堂 ╇やpp╆や
ｷｱまｹｵ╆

　ｱｹｷｱや 「アメリカ・インディアン―接触による変化」本間長世他（編）『現代アメリカ論』（東
京大学出版会）╇やpp╆やｲｸまｴｵ╆

　ｱｹｷｹや 『文化と環境―エスキモーとインディアン』北海道大学図書刊行会 ╆

小塩和人

　ｲｰｰｲや 「インディアン・カジノ」赤尾千波他（編）『ｲｱ世紀アメリカ社会を知るための ｶｷ章』
明石書店 ╇やpp╆やｱｰｳまｱｰｶ╆

小野　修

　ｱｹｷｹや 「ネブラスカのインディアン―その征圧の過去と現在」『主流』（同志社大学）ｴｰ╇やpp╆や
ｸｰまｱｰｴ╆

折原卓美

　ｱｹｸｵや 「初期連邦インディアン政策下における土地投機―インディアナ北部における事例研
究」（社会経済史学会）『社会経済史学』ｵｱ〉ｵ《╇やpp╆やｵｸｹまｶｲｷ╇やｷｰｴ╆

加藤恭子

　ｱｹｷｴや 『消された大酋長―アメリカ建国のかげに』朝日新聞社 ╆

　ｱｹｸｳや 『最初のアメリカ人―メイフラワー号と新世界』福武書店 ╆

　ｱｹｹｱや 『大酋長フィリップ王―消されたアメリカ・インディアン』春秋社 ╆

加藤僖重

　ｱｹｹｴや 「アメリカバイソンとアメリカ先住民」『独協大学教養諸学研究』（獨協大学学術研究会）
ｲｸ〉ｲ《╇やpp╆やｱｹまｲｸ╆

加藤普章

　ｱｹｹｰや 『多元国家カナダの実験―連邦主義・先住民・憲法改正』未来社 ╆

鎌田　遵

　ｲｰｰｶや 『「辺境」の抵抗―核廃棄物とアメリカ先住民の社会運動』御茶の水書房 ╆

菊池東太

　ｱｹｸｷや 『ジェロニモ追跡』草思社 ╆

岸上伸啓

　ｱｹｹｸや 『極北の民やカナダ・イヌイット』弘文堂 ╆

　ｱｹｹｹや 「カナダ・イヌイットはなぜ都市をめざすのか―モントリオール地区の事例を中心に」
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青柳清孝、松山利夫（編）『先住民と都市―人類学の新しい地平』青木書店 ╇やpp╆や
ｱｹｵまｲｱｲ╆

　ｲｰｰｵや 『イヌイット―「極北の狩猟民」のいま』中央公論新社 ╆

北沢方邦

　ｱｹｷｶや 『ホピの太陽―現代文明批判』研究社出版 ╆

　ｱｹｹｲや 『蛇と太陽とコロンブス―アメリカインディアンに学ぶ脱近代化』農山漁村文化協会 ╆

　ｱｹｹｶや 『ホピの聖地へ―知られざる「インディアンの国」』東京書籍 ╆

木村和男

　ｲｰｰｰや 「毛皮交易から生まれた『新しい民族』―カナダの混血先住民メイティの誕生」『歴
史と地理』（山川出版社）ｵｳｹ╇やpp╆やｱまｱｲ╆

　ｲｰｰｲや 『カヌーとビーヴァ－の帝国―カナダの毛皮交易』山川出版社 ╆

　ｲｰｰｴや 『毛皮交易が創る世界―ハドソン湾からユーラシアへ』岩波書店 ╆

　ｲｰｰｵや 「メイティ―カナダの混血先住民」富田虎男、スチュアート　ヘンリ（編）『講
座世界の先住民族―ファースト・ピープルズの現在― ｰｷ北米』明石書店 ╇やpp╆や
ｳｴｰまｳｵｳ╆

　ｲｰｰｷや 『北太平洋の「発見」―毛皮交易とアメリカ太平洋岸の分割』山川出版社 ╆

木村武史

　ｲｰｰｰや 『北米先住民ホティノンションーニ（イロクォイ）神話の研究』大学教育出版 ╆

　ｲｰｰｴや 「ホデノショニ（イロクォイ）社会の『宗教』」『アメリカ研究』（アメリカ学会）ｳｸ╇や
pp╆やｱまｱｹ╆

　ｲｰｰｵや 「ネイティブの諸結社―ホデノショニ連邦」綾部恒雄（編）『クラブが創った国アメ
リカ』（結社の世界史 ｵ）山川出版社 ╇やpp╆やｷｲまｸｳ╆

キャップス，ベンジャミン

　ｱｹｷｶや 『大西部物語「インディアン」』（大島良行監修）タイムやライフやブックス ╆

キュー，D他

　ｱｹｹｰや 『北西海岸インディアンの美術と文化』（菊池徹夫他訳）六興出版 ╆

久保田泰夫

　ｱｹｷｹや 「ロージャー・ウィリアムズとロード・アイランド植民地の成立Ⅴ―草創期のプロヴィ
デンスとピークォト戦争」『山梨大学教育学部研究報告（第一分冊、人文社会科学系）』
（山梨大学教育学部）ｳｰ╇やpp╆やｲｹまｳｸ╆

クラム，スティーブン・J

　ｲｰｰｱや 『アメリカ先住民ウエスタン・ショショニの歴史』（斎藤省三訳）明石書店 ╆

グリンデ・Jr╆，ドナルド・A他

　ｲｰｰｶや 『アメリカ建国とイロコイ民主制』（星川淳訳）みすず書房 ╆

クローバー，シオドーラ．

　ｱｹｷｰや 『イシ―北米最後の野生インディアン』（行方昭夫訳）岩波書店 ╆
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黒岩　裕

　ｱｹｹｳや 「日米少数民族比較論―アイヌとアメリカ・インディアン」『神田外語大学紀要』（神
田外語大学）ｵ╇やpp╆やｱｶｷまｱｹｷ╆

　ｲｰｰｱや 「ナバホ・コミュニティ・カレッジ―民族自決と多文化教育の試み」『青山学院
女子短期大学総合文化研究所年報』（青山学院女子短期大学総合文化研究所）ｹ╇やpp╆や
ｱｹｳまｲｰｶ╆

クロノン，ウィリアム

　ｱｹｹｵや 『変貌する大地―インディアンと植民者の環境史』（佐野敏行、藤田真理子訳）勁草
書房 ╆

コスター，ジョン

　ｱｹｷｷや 『この大地、わが大地―アメリカ・インディアン抵抗史』（清水知久訳）三一書房 ╆

小谷凱宣、岡田宏明

　ｱｹｸｴや 「北アメリカ」大貫良夫（編）『民族交錯のアメリカ大陸』（民族の世界史 ｱｳ）山川出版社 ╆や
pp╆やｳｷまｹｳ╆

小山，スーザン

　ｱｹｹｵや 『アメリカ・インディアン死闘の歴史』三一書房 ╆

　ｱｹｹｶaや 『白人の国、インディアンの国土―正義と賭博の部族国家』三一書房 ╆

　ｱｹｹｶbや 『インディアン・カントリー心の紀行』三一書房 ╆

小山起功

　ｱｹｸｵや 「『赤い白人』と黒い奴隷たち―チェロキー社会における黒人奴隷制の導入経緯」『専
修大学人文科学研究所月報』（専修大学人文科学研究所）ｱｰｳ・ｱｰｴ╇やpp╆やｱまｲｱ╆

斎藤憲司

　ｱｹｹｳや 「合衆国法典第 ｲｵ編インディアン（抄）」（翻訳・立法紹介）『外国の立法』（国立国会
図書館調査立法考査局）ｳｲ〉ｲ・ｳ《╇やpp╆やｱｷｰまｲｰｷ╆

斎藤省三

　ｲｰｰｵや 「ショショニ―砂漠に生きる民」富田虎男、スチュアート　ヘンリ（編）『講座世界
の先住民族―ファースト・ピープルズの現在― ｰｷ北米』明石書店 ╇やpp╆やｱｵｰまｱｶｲ╆

坂本ひとみ

　ｱｹｹｶや 「アメリカ先住民の歴史における女性達（ｱ）」『東洋女子短期大学紀要』（東洋女子短期
大学）ｲｸ╇やpp╆やｵｳまｶｹ╆

　ｱｹｹｷや 「アメリカ先住民史における女性たち」渡辺和子（編）『アメリカ研究とジェンダー』
世界思想社 ╇やpp╆やｶｶまｸｲ╆

　ｲｰｰｲや 「カジノ・エコノミクスがアメリカ先住民に与えた影響」『東洋女子短期大学紀要』（東
洋女子短期大学）ｳｴ╇やpp╆やｱｳまｲｵ╆

佐々木伝太郎

　ｱｹｶｵや 「カスター隊全滅―アメリカ西部開拓史の一齣」『拓殖大学論集』（拓殖大学研究所）
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ｴｶ・ｴｷ╇やpp╆やｳｱｹまｳｴｶ╆

佐藤　円

　ｱｹｹｰや 「強制移住政策下のチェロキー族―大族長ジョン・ロスのリーダーシップをめぐって」
『史苑』（立教大学史学会）ｵｰ〉ｱ《╇やpp╆やｸｵまｱｰｹ╆

　ｱｹｹｱや 「アメリカ・インディアン史関係邦訳史料一覧」『アメリカ研究シリーズ』（立教大学ア
メリカ研究所）ｱｳ╇やpp╆やｴｶまｵｲ╆

　ｱｹｹｴや 「北アメリカ先住民の人口推定」『史苑』（立教大学史学会）ｵｴ〉ｲ《╇やpp╆やｱｸｱまｱｹｳ╆

　ｱｹｹｷや 「チェロキー族における部族政府の組織化―一八世紀の初頭から一八二〇年代まで」
『法政史学』（法政大学史学会）ｴｹ╇やpp╆やｳｱまｵｷ╆

　ｱｹｹｸや 「寡頭制か民主制か―強制移住以前のチェロキー族の政治体制に関する評価をめぐっ
て」『法政史学』（法政大学史学会）ｵｰ╇やpp╆やｱｰｴまｱｳｹ╆

　ｲｰｰｰaや 「先住アメリカ人の文化―その地域的広がりと多様性」富田虎男他（編）『アメリカ
の歴史を知るための ｶｰ章』明石書店 ╇やpp╆やｱｶまｱｹ╆

　ｲｰｰｰbや 「ｱｴｹｲ年の先住民人口―異なる推定値が意味するもの」富田虎男他（編）『アメリカ
の歴史を知るための ｶｰ章』明石書店 ╇やpp╆やｲｰまｲｳ╆

　ｲｰｰｱや 「チェロキー族の女性と『文明化』」『大妻比較文化』ｲ╇やpp╆やｷｷまｹｷ╆

　ｲｰｰｴaや 「強制移住以後のチェロキー族における立法と女性の地位」『大妻比較文化』（大妻女子
大学比較文化学部）ｵ╇やpp╆やｷｶまｹｹ╆

　ｲｰｰｴbや 「マイノリティ―先住アメリカ人とアフリカ系アメリカ人」朝日由紀子他（編）『ア
メリカ文化への招待―テーマと史料で学ぶ多様なアメリカ』北星堂 ╇やpp╆やｱｰｳまｱｳｸ╆

　ｲｰｰｵaや 「チェロキー―混血と強制移住が生み出した多様性」富田虎男、スチュアートヘンリ
（編）『講座世界の先住民族―ファースト・ピープルズの現在― ｰｷ北米』明石書店 ╇や
pp╆やｶｹまｸｵ╆

　ｲｰｰｵbや 「セミノールとミコスーキ―経済発展がもたらす光と影」富田虎男、スチュアート　
ヘンリ（編）『講座世界の先住民族―ファースト・ピープルズの現在― ｰｷ北米』
明石書店 ╇やpp╆やｸｶまｱｰｱ╆

　ｲｰｰｵcや 「インディアンと『人種』イデオロギー―チェロキー族の黒人奴隷制を事例に」川島
正樹（編）『アメリカニズムと「人種」』名古屋大学出版会 ╇やpp╆やｸｸまｱｱｲ╆

　ｲｰｰｶや 「先住民と植民者の出会い」アメリカ学会（訳編）『原典アメリカ史―社会史史料集』
岩波書店 ╇やpp╆やｵｲまｶｰ╆

　ｲｰｰｷや 「先住アメリカ人―アフリカ系アメリカ人関係史研究の可能性」『大妻比較文化』（大
妻女子大学比較文化学部）ｸ╇やpp╆やｵまｲｳ╆

里内克巳

　ｲｰｰｱや 「歴史のトラウマを書く―アリス・キャラハン『ワイネマ』とアメリカ・インディア
ン史」『言語文化研究』（大阪大学言語文化部）ｲｷ╇やpp╆やｳｸｱまｳｹｷ╆

佐野　実

　ｱｹｷｷや 「真実と虚構の間―『インディアン部落』で起きたこと」『静岡大学教養部研究報告．
人文科学編』（静岡大学教養部）ｱｳ╇やpp╆やｱｷｳまｱｹｱ╆
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猿谷　要

　ｱｹｷｳや 「インディアンの逆襲―白人の書いた歴史に挑戦するレッド・パワー」『文芸春秋』（文
芸春秋）ｵｱ〉ｷ《╇やpp╆やｱｷｸまｱｸｸ╆

猿谷　要（訳）

　ｱｹｸｹや 「インディアンの権利の主張（ｱｹｶｹ年）」大下尚一他（編）『史料が語るアメリカ―
メイフラワーから包括通商法まで― ｱｵｸｴ－ ｱｹｸｸ』有斐閣 ╇やpp╆やｲｴｲまｲｴｳ╆

澤田俊明

　ｱｹｹｲや 「ｱｶｰｰ年代のイギリス人によるニューイングランドへの遠征―インディアンとの出
会いを中心に」『研究論叢』（京都外国語大学）ｳｹ╇やpp╆やｱまｱｶ╆

　ｱｹｹｳや 「ｱｷ世紀初期のアブナキ族」『同志社アメリカ研究』（同志社大学アメリカ研究所）ｲｹ╇や
pp╆やｳｷまｴｵ╆

　ｱｹｹｴや 「ｱｶｱｰ年代のニューイングランド―アメリカ先住民の状況を中心に」『研究論叢』（京
都外国語大学）ｴｳ╇やpp╆やｲｳまｳｷ╆

　ｱｹｹｶや 「ｱｹ世紀前半のクロウ族―毛皮交易者との関係を中心に」『SELL』（京都外国語大学）
ｱｲ╇やpp╆やｱｵｷまｱｷｱ╆

　ｱｹｹｸや 「ｱｸｵｰ年代のクロウ族」『SELL』（京都外国語大学）ｱｴ╇やpp╆やｱｱｹまｱｳｶ╆

　ｱｹｹｹaや 「ブラックフィート族と毛皮交易」『Problemataやmundi』（京都外国語大学）ｸ╇やpp╆やｱまｱｴ╆

　ｱｹｹｹbや 「ｱｸｶｰ年代のボズマン・トレールとクロウ族」『文化史学』（文化史学会）ｵｵ╇やpp╆や
ｵｲｷまｵｳｷ╆

　ｲｰｰｲや 「ｱｹ世紀前半のブラックフィート族とアメリカ人」『SELL』（京都外国語大学）ｱｹ╇やpp╆や
ｵｷまｶｸ╆

　ｲｰｰｴや 「ｱｸｵｰ年代のブラックフィート族」『SELL』（京都外国語大学）ｲｱ╇やpp╆やｳｹまｴｹ╆

　ｲｰｰｵや 「ペノブスコットとパサマコディ―土地の回復を求めて」富田虎男、スチュアート　
ヘンリ（編）『講座世界の先住民族―ファースト・ピープルズの現在― ｰｷ北米』
明石書店 ╇やpp╆やｳｹまｵｲ╆

島川雅史

　ｱｹｷｸや 「ジェファソンとインディアン問題」『アメリカ研究』（アメリカ学会）ｱｲ╇やpp╆やｱｶｳまｱｸｱ╆

　ｱｹｹｰや 「アメリカ革命の論理とインディアンの論理」『立教女学院短期大学紀要』（立教女学院
短期大学）ｲｲ╇やpp╆やｵｳまｷｵ╆

清水忠重

　ｱｹｹｵや 「トマス・ジェファソンのインディアン論」『神戸女学院大学論集』（神戸女学院大学）
ｴｱ〉ｳ《╇やpp╆やｲｱまｳｹ╆

清水知久

　ｱｹｶｸや 『アメリカ帝国』亜紀書房 ╆

　ｱｹｷｱや 『アメリカ・インディアン―「発見」からレッド・パワーまで』中央公論社 ╆

　ｱｹｸｶや 『米国先住民の歴史―インディアンと呼ばれた人びとの苦難・抵抗・希望』明石書店 ╆

　ｱｹｹｲや 『増補米国先住民の歴史―インディアンと呼ばれた人びとの苦難・抵抗・希望』明石
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書店 ╆

下山　晃

　ｱｹｹｰや 「植民期アメリカの毛皮交易―インディアン奴隷制の展開にふれて」（共同研究「資
本主義世界経済と労働の諸形態」）『社会科学研究年報』（龍谷大学）ｲｰ╇やpp╆やｵｸまｸｰ╆

　ｱｹｹｳや 「毛皮交易史の研究（ｱ）―毛皮の世界フロンティアと人種奴隷制度」『社会科学』（同
志社大学）ｵｱ╇やpp╆やｳｱまｵｹ╆

　ｱｹｹｴや 「毛皮交易史の研究（ｲ）―毛皮の世界フロンティアと人種奴隷制度」『社会科学』（同
志社大学）ｵｲ╇やpp╆やｱｷまｴｷ╆

　ｱｹｹｵや 「毛皮交易史の研究（ｳ）―毛皮の世界フロンティアと人種奴隷制度」『社会科学』（同
志社大学）ｵｴ╇やpp╆やｲｱｷまｲｴｴ╆

　ｱｹｹｶや 「毛皮交易史の研究（ｴ）―毛皮の世界フロンティアと人種奴隷制度」『社会科学』（同
志社大学）ｵｷ╇やpp╆やｲｲｹまｲｵｷ╆

　ｱｹｹｷや 「毛皮交易史の研究（ｵ）―毛皮の世界フロンティアと人種奴隷制度」『社会科学』（同
志社大学）ｵｸ╇やpp╆やｸｵまｱｲｰ╆

　ｲｰｰｵや 『毛皮と皮革の文明史―世界フロンティアと掠奪のシステム』ミネルヴァ書房 ╆

ジャカン，フィリップ

　ｱｹｹｲや 『アメリカ・インディアン―奪われた大地』（富田虎男監訳）創元社 ╆

白井洋子

　ｱｹｸｱや 「ペンシルヴェニアのインディアン・トレーダー研究について― ｱｷｵｰ，ｶｰ年代を中
心に」『アメリカ史研究』（アメリカ史研究会）ｴ╇やpp╆やｲｵまｳｶ╆

　ｱｹｸｷや 「毛皮の道から『帝国』へ―北米大陸における毛皮交易の役割」『歴史評論』（歴史科
学協議会）ｴｴｵ╇やpp╆やｷｲまｸｰ╆

　ｱｹｸｹや 「『友好の森』の遺産―ペンシルベニア植民地のインディアン政策」本田創造（編）『ア
メリカ社会史の世界』三省堂 ╇やpp╆やｲｹｱまｳｲｵ╆

　ｱｹｹｱや 「オハイオ交易とインディアン戦争―ペンシルベニア植民地のインディアン交易政
策、ｱｷｲｲ－ ｱｷｵｴ」『東京国際大学論叢教養学部編』（東京国際大学）ｴｴ╇やpp╆やｱまｱｸ╆

　ｱｹｹｲや 「北米先住民のみた『新世界』― ｱｷ世紀初期の先住民社会とキリスト教布教活動」『ア
メリカ研究』（アメリカ学会）ｲｶ╇やpp╆やｲｷまｴｸ╆

　ｱｹｹｴや 「アメリカ革命とインディアン―デラウェア族・モラビア教徒・北西部」『史苑』（立
教大学史学会）ｵｴ〉ｲ《╇やpp╆やｱまｲｱ╆

　ｱｹｹｵや 「北米先住民とアメリカ史教育」『歴史教育研究』（歴史教育研究所）ｷｷ╇やpp╆やｱｷまｲｵ╆

　ｱｹｹｶや 「アメリカ（合衆国）史の神話とインディアン―スミソニアン「西漸するアメリカ」
展をめぐる論争の意味するもの」比較史・比較歴史教育研究会編『黒船と日清戦争
―歴史認識をめぐる対話』未来社 ╇やpp╆やｴｶまｵｹ╆

　ｱｹｹｸや 「インディアン征服戦争としての独立戦争」『戦争と女性―アメリカ史における戦争
と女性に関する多文化主義的社会史研究』（文部省科学研究費助成研究成果報告書）╇や
pp╆やｱｱまｱｸ╆

　ｱｹｹｹや 「先住アメリカ人」高村宏子他（編）『アメリカ合衆国とは何か―歴史と現在』雄山
閣出版 ╇やpp╆やｱｰｸまｱｲｱ╆
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　ｲｰｰｰや 「神聖な実験―ウィリアム・ペンの先住民友好政策」富田虎男他（編）『アメリカの
歴史を知るための ｶｰ章』明石書店 ╇やpp╆やｴｷまｵｰ╆

　ｲｰｰｳや 「文化復権を求めて―先住アメリカ人のあゆみ」有賀夏紀、油井大三郎（編）『アメ
リカの歴史―テーマで読む多文化社会の夢と現実』有斐閣 ╇やpp╆やｸｴまｹｹ╆

　ｲｰｰｶや 「アメリカ史のなかのベトナム戦争」白井洋子『ベトナム戦争のアメリカ―もう一つ
のアメリカ史』刀水書房 ╇やpp╆やｸｳまｱｲｰ╆

新開禎子

　ｱｹｸｶや 「ニューヨークに生きるアメリカン・インディアン」『汎』（PMC出版）ｲ╇やpp╆やｲｸまｶｱ╆

新保　満

　ｱｹｶｸや 『カナダ‐インディアン―滅びゆく少数民族』三省堂 ╆

　ｱｹｹｳや 『カナダ先住民デネーの世界―インディアン社会の変動』明石書店 ╆

　ｱｹｹｹや 「デネー社会の変容―都市移住を志向する先住民社会」青柳清孝、松山利夫（編）『先
住民と都市―人類学の新しい地平』青木書店 ╇やpp╆やｱｸｰまｱｹｴ╆

鈴木健司

　ｱｹｹｸや 「国家の中の国家―先住民の『主権ケベック』分割論」森川眞規雄（編）『先住民、
アジア系、アカディアン―変容するカナダ多文化社会』行路社 ╇やpp╆やｱｱｳまｱｴｷ╆

　ｲｰｰｳや 「カナダ先住民の権利と平等権の対立―排他的先住民漁業への違憲判決から」『同志
社女子大學學術研究年報』（同志社女子大學）ｵｴ〉ｲ《╇やpp╆やｳｸｷまｳｹｹ╆

　ｲｰｰｵや 「ケベック＝先住民関係の新しい展開― ｱｹｹｵ年以降のクリーの動向をめぐって」『同
志社女子大學學術研究年報』ｵｶ╇やpp╆やｲｷまｳｵ╆

　ｲｰｰｶや 「カナダ先住民統治の二面性原理― FNGA法案 Cまｷの挫折に見る支配と保護」『総
合文化研究所紀要』（同志社女子大学総合文化研究所）ｲｳ╇やpp╆やｲｱまｳｲ╆

鈴木重吉

　ｱｹｸｴや 「日本初の公式英語教師 R．マクドナルドが利尻島に上陸した日」『週刊時事』（時事通
信社）ｶｴｹ╇やpp╆やｶｸまｷｳ╆

鈴木　透

　ｲｰｰｴや 「LittleやBighornやBattlefieldやNationalやMonumentの誕生―カスター神話の解体と現代
アメリカにおけるパブリック・メモリーの再構築をめぐって」『教養論叢』（慶應義塾
大学）ｱｲｱ╇やpp╆やｲｷまｴｲ╆

　ｲｰｰｵや 「生まれ変わる古戦場―カスター神話の解体と先住インディアンの記憶の復権」近藤
光雄、鈴木透他『記憶を紡ぐアメリカ―分裂の危機を超えて』慶應義塾大学出版会 ╇や
pp╆やｸｷまｱｳｲ╆

スチュアート　ヘンリ

　ｱｹｹｱや 『北アメリカ大陸先住民族の謎』光文社 ╆

　ｱｹｹｷや 「北部ケベックの先住民―二つのマジョリティに翻弄されるイヌイットとインディア
ン」西川長夫他（編）『多文化主義・多言語主義の現在―カナダ・オーストラリア・
そして日本』人文書院 ╇やpp╆やｱｰｹまｱｳｲ╆

　ｱｹｹｸや 「先住民族が成立する条件―理念から現実への軌跡」清水昭俊（編）『周辺民族の現在』
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世界思想社 ╇やpp╆やｲｳｵまｲｶｳ╆

　ｱｹｹｹや 「都市の『インディアン』―カナダとアメリカの政策と先住民の都市化」青柳清孝、
松山利夫（編）『先住民と都市―人類学の新しい地平』青木書店 ╇やpp╆やｱｶｳまｱｷｹ╆

スティア，ダイアナ

　ｱｹｹｹや 『アメリカ先住民女性―大地に生きる女たち』（鈴木清史、渋谷瑞恵訳）明石書店 ╆

高橋順一

　ｲｰｰｲや 『はるかなるオクラホマ―ネイティブ・アメリカン・カイオワ族の物語りと生活』は
る書房 ╆

竹中　豊

　ｱｹｸｳaや 「カナダ先住民観の変遷―その虚像と実像」『比較法政』（近畿大学比較法・政治研究
所）ｲｲ╇やpp╆やｹｹまｱｴｲ╆

　ｱｹｸｳbや 「歴史の中の異文化接触― ｱｷ世紀カナダの場合」『カナダ研究年報』（日本カナダ学会）
ｴ，pp╆やｶｲまｷｷ╆

谷本和子

　ｱｹｹｸや 「アメリカ・インディアンのアイデンティティ」清水昭俊（編）『周辺民族の現在』世
界思想社 ╇やpp╆やｲｱｲまｲｳｴ╆

ツェーラム，C．W．

　ｱｹｷｴや 『最初のアメリカ人―北アメリカ考古学物語』（寺田和夫他訳）新潮社 ╆

土井幸一郎

　ｲｰｰｲや 「日系アメリカ人収容所とインディアン政策― ｲつの少数民族政策の交錯」『商学論
集』（福島大学経済学会）ｷｰ〉ｳ《╇やpp╆やｳまｲｶ╆

デイ多佳子

　ｱｹｹｸや 『アメリカインディアンの現在―女が見た現代オグララ・ラコタ社会』第三書館 ╆

手島武雅

　ｱｹｸｷや 「合衆国の対インディアン政策―特にその連続性」『アメリカ史研究論集』（九州・山
口アメリカ研究会）ｳ╇やpp╆やｱまｲｴ╆

東大北米原住民研（編）

　ｱｹｷｸや 「もっとインディアンについて知りたい人のための手引」『宝島』ｶ〉ｲ《╇やpp╆やｵｸまｶｵ╆

所　　勇

　ｱｹｷｳや 「アメリカの原住民インディアンの一考察」『光華女子短期大学研究紀要』（光華女子短
期大学）ｱｱ╇やpp╆やｵｸまｷｶ╆

徳井いつこ

　ｲｰｰｰや 『インディアンの夢のあと―北米大陸に神話と遺跡を訪ねて』平凡社 ╆

ドッグ，マリー・クロウ

　ｱｹｹｵや 『ラコタ・ウーマン』（リチャード・アードス編、石川史江訳）第三書館 ╆
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富田虎男

　ｱｹｶｴや 「黎明期のアメリカ―ジェファソン的デモクラシーとジャクソン的デモクラシー」『歴
史教育』（歴史教育研究会）ｱｲ〉ｱｱ《╇やpp╆やｴｳまｵｰ╆

　ｱｹｶｸや 「連合会議のインディアン政策」『アメリカにおけるコンフォーミティの形成研究会会
報』╇やpp╆やｱｴまｲｰ╆

　ｱｹｶｹaや 「アメリカ・インディアンの歴史と文化」『合衆国の発展』（世界歴史シリーズ ｱｷ）世
界文化社 ╇やpp╆やｱｹｳまｲｰｰ╆

　ｱｹｶｹbや 「ジェファソンと農本主義」齋藤眞（編）『講座アメリカの文化』ｳ╇や南雲堂 ╇やpp╆やｸｵまｱｲｰ╆

　ｱｹｷｰや 「北米植民地」講座『世界歴史』編集委員会（編）『岩波講座世界歴史 ｱｶ（近代 ｳ）』岩
波書店 ╇やpp╆やｲｳｴまｲｹｲ╆

　ｱｹｷｴや 「イギリス帝国下の植民地（ｱｶｰｰ～ ｱｷｷｵ年）」「アメリカ帝国の形成（ｱｷｷｰ～ ｱｸｲｰ年代）」
（以上単著）「アメリカ帝国の確立（ｱｸｲｸ～ ｱｸｷｷ年）」（清水知久と共著）清水知久、高橋章、
富田虎男『アメリカ史研究入門』山川出版社 ╇やpp╆やｱまｱｹｳ╆

　ｱｹｷｷや 「アンドルー・ジャクソン」『アメリカ研究』（アメリカ学会）ｱｱ╇やpp╆やｱｶまｳｱ╆

　ｱｹｷｹaや 「幕末期の漂流者ラナルド・マクドナルドと音吉―その ｱ」『歴史公論』（雄山閣）ｴｴ╇や
pp╆やｱｳｰまｱｳｶ╆

　ｱｹｷｹbや 「幕末期の漂流者ラナルド・マクドナルドと音吉―その ｲ」『歴史公論』（雄山閣）ｴｵ╇や
pp╆やｱｴｲまｱｵｲ╆

　ｱｹｷｹcや 『マクドナルド「日本回想記」―インディアンの見た幕末の日本』刀水書房 ╆

　ｱｹｸｰや 「イギリス帝国下の植民地（ｱｶｰｰ～ ｱｷｷｵ年）」「アメリカ帝国の形成（ｱｷｷｰ～ ｱｸｲｰ年代）」
（以上単著）「アメリカ帝国の確立（ｱｸｲｸ～ ｱｸｷｷ年）」（清水知久と共著）清水知久、高橋章、
富田虎男『アメリカ史研究入門（第 ｲ版）』山川出版社 ╇やpp╆やｱまｱｹｳ╆

　ｱｹｸｲaや 『アメリカ・インディアンの歴史』雄山閣 ╆

　ｱｹｸｲbや 「レッド・パワー」アメリカ学会 〉訳編 《『原典アメリカ史』ｷ、岩波書店 ╇やpp╆やｴｵｴまｴｶｷ╆

　ｱｹｸｳや 「第二次世界大戦下のマイノリティ・グループ―アメリカ・インディアンの場合」（研
究成果報告書）『第二次世界大戦下のアメリカ社会』東京大学アメリカ研究資料セン
ター ╇やpp╆やｴｵまｵｳ╆

　ｱｹｸｴや 「ポカホンタス」『自由の天地』（人物のアメリカ史 ｱ）集英社 ╇やpp╆やｳｱまｵｶ╆

　ｱｹｸｵや 「インディアン征服戦争」猿谷要編『アメリカの戦争』（世界の戦争 ｸ）講談社 ╇やpp╆や
ｱｰｱまｱｴｸ╆

　ｱｹｸｶaや 『アメリカ・インディアンの歴史』（改訂版）雄山閣 ╆

　ｱｹｸｶbや 「日本人のアメリカ・インディアン像―その ｱ．徳川時代のインディアン像」『アメ
リカ研究シリーズ』（立教大学アメリカ研究所）ｸ╇やpp╆やｱまｱｴ╆

　ｱｹｸｹや 「北海道旧土人保護法とドーズ法―比較史的研究の試み」『札幌学院大学人文学会紀
要』（札幌学院大学人文学会）ｴｵ╇やpp╆やｵまｲｱ╆

　ｱｹｹｰや 「北海道旧土人保護法とドーズ法―ジョン・バチェラー、白仁武、パラピタ、サンロッ
テ」『札幌学院大学人文学会紀要』（札幌学院大学人文学会）ｴｸ╇やpp╆やｱまｲｲ╆

　ｱｹｹｳaや 「開拓イデオロギーとインディアン」『歴史学研究』（歴史学研究会）ｶｴｷ╇やpp╆やｱまｱｰ╆

　ｱｹｹｳbや 「タンガロとジュジロー」『史苑』（立教大学史学会）ｵｳ〉ｲ《╇やpp╆やｱまｵ╆
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　ｱｹｹｳcや 「ナバホ・インディアン暗号部隊」『歴史群像』（学習研究社）ｱｰ╇やpp╆やｱｶｰまｱｶｵ╆

　ｱｹｹｷや 『アメリカ・インディアンの歴史』（第 ｳ版）雄山閣 ╆

　ｲｰｰｰaや 「最古のアメリカ人―モンゴロイドのアジアからの移動」富田虎男他（編）『アメリ
カの歴史を知るための ｶｰ章』明石書店 ╇やpp╆やｱｲまｱｵ╆

　ｲｰｰｰbや 「ヴァージニア植民地の建設―先住民インディアン側から見ると」富田虎男他（編）『ア
メリカの歴史を知るための ｶｰ章』明石書店 ╇やpp╆やｳｱまｳｴ╆

　ｲｰｰｰcや 「ニューイングランド植民地の建設―『友好』の神話」富田虎男他（編）『アメリカ
の歴史を知るための ｶｰ章』明石書店 ╇やpp╆やｳｵまｳｸ╆

　ｲｰｰｰdや 「ベーコンの反乱とインディアン奴隷制―赤人と白人と黒人」富田虎男他（編）『ア
メリカの歴史を知るための ｶｰ章』明石書店 ╇やpp╆やｳｹまｴｲ╆

富田虎男（訳）

　ｱｹｸｹや 「テクムセのヴィンセンスでの演説（ｱｸｱｰ年）」大下尚一他（編）『史料が語るアメリ
カ―メイフラワーから包括通商法まで』有斐閣 ╇やp╆やｶｷ╆

富田虎男他（訳）

　ｱｹｹｲや 「欧米諸国のアメリカ・インディアン政策」（W．E．ウォシュバーン編『インディアン・
白人関係史』の抄訳）『アメリカ研究シリーズ』（立教大学アメリカ研究所）ｱｴ╆

富田虎男、スチュアート　ヘンリ（編）

　ｲｰｰｵや 『講座世界の先住民族―ファースト・ピープルズの現在― ｰｷ北米』明石書店 ╆

トレナート・Jr．，ロバート・A

　ｲｰｰｲや 『アメリカ先住民アリゾナ・フェニックス・インディアン学校』（斎藤省三訳）明石書店 ╆

ナイハルト，J．G．

　ｱｹｷｳや 『終わりなき夢と闘い―あるインディアンの生涯』（大島良行訳）合同出版 ╆

　ｱｹｷｷや 『ブラック・エルクは語る―スー族聖者の生涯』（弥永健一訳）社会思想社 ╆

　ｲｰｰｱや 『ブラック・エルクは語る』（宮下嶺夫訳）めるくまーる ╆

中村　敬

　ｱｹｹｰや 「アメリカ・インディアンの差別と言語の問題」『成城文藝』（成城大學文藝學部）ｱｲｹ╇や
pp╆やｴｶ〉ｱｱ《まｲｹ〉ｲｸ《╆

名古忠行

　ｱｹｷｲや 「ジェファソンの寛容思想と少数民族問題」『木野評論』（京都精華短期大学）ｳ╇やpp╆や
ｳｵまｴｷ╆

ナッシュ，ロデリック

　ｱｹｸｹや 「テクムシ―史上初のインディアン連合を組織した天才」ロデリック・ナッシュ『人
物アメリカ史』上巻（新潮社）╇やpp╆やｱｵｶまｱｹｲ╆

西出敬一

　ｱｹｸｶや 「アメリカ合衆国と先住民」『北海道と先住民』札幌学院大学生活協同組合 ╇やpp╆やｱまｵｹ╆

ぬくみちほ
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　ｲｰｰｴや 「ナバホ―母なる大地に生きるディネェ」富田虎男、スチュアート　ヘンリ（編）
『講座世界の先住民族―ファースト・ピープルズの現在― ｰｷ北米』明石書店 ╇やpp╆や
ｱｷｸまｱｹｳ╆

野口久美子

　ｲｰｰｳや 「ホピ族とインディアン再組織法（ｱｹｳｴ年）―部族憲法と部族会議の設立をめぐって」
『立教アメリカン・スタディーズ』（立教大学アメリカ研究所）ｲｵ╇やpp╆やｹｱまｱｱｰ╆

　ｲｰｰｵや 「インディアン再組織法案審議に見るインディアン・アイデンティティの多様性―
インディアン議会議事録の検討をてがかりに」『史苑』（立教大学史学会）ｶｵ〉ｲ《╇やpp╆や
ｱｱｹまｱｴｳ╆

バージャー，トーマス

　ｱｹｹｷや 「カナダにおける先住民族と先住民権」（ノア・マコーマック訳）西川長夫他（編）『多
文化主義・多言語主義の現在―カナダ・オーストラリア・そして日本』人文書院 ╇や
pp╆やｱｳｳまｱｴｶ╆

ハーシュフェルダー，アーリーン

　ｲｰｰｲや 『ネイティヴ・アメリカン―写真で綴る北アメリカ先住民史』（赤尾秀子、小野田和
子訳）BL出版 ╆

ハーシュフェルダー，アーリーン・B他（編）

　ｱｹｹｷや 『アメリカ先住民の子どもたち―父さんは太陽、母さんは大地』（愛川信子訳）明石
書店 ╆

ハーツ，ポーラ・R

　ｲｰｰｳや 『アメリカ先住民の宗教』（西本あづさ訳）青土社 ╆

ハートレー，W．、ハートレー，E．

　ｱｹｷｵや 『征服されざる人びと―酋長オセオーラとセミノール・インディアン』（鈴木主税訳）
現代史出版会 ╆

ハミルトン，C．（編）

　ｱｹｶｹや 『滅びゆくインディアン』（和巻耿介訳）大陸書房（再版名『北米インディアン生活誌』
社会評論社、ｱｹｹｳ年 ╆）

原ひろ子

　ｱｹｷｹや 『極北のインディアン』玉川大学出版部 ╆

　ｱｹｸｹや 『ヘヤー・インディアンとその世界』平凡社 ╆

ハンケ，ルイス

　ｱｹｷｴや 『アリストテレスとアメリカ・インディアン』（佐々木昭夫訳）岩波書店 ╆

ビーラー，アレックス・W

　ｱｹｹｸや 『そして名前だけが残った―チェロキー・インディアン涙の旅路』（片岡しのぶ訳）
あすなろ書房 ╆

平野　孝（訳）

　ｱｹｸｹや 「ジャクソンのインディアンの強制移住に関する教書（ｱｸｳｳ年）」大下尚一他（編）『史
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料が語るアメリカ―メイフラワーから包括通商法まで』有斐閣 ╇やpp╆やｸｱまｸｳ╆

フェイガン，ブライアン・M

　ｱｹｹｰや 『アメリカの起源―人類の遙かな旅路』（河合信和訳）どうぶつ社 ╆

藤永　茂

　ｱｹｷｲや 『アメリカ・インディアン悲史―誇り高いその衰亡』朝日新聞社 ╆

藤本　博

　ｱｹｸｴや 「合衆国の領土膨張とインディアン移住政策の形成― ｱｸｳｰ年強制移住法（Indianや
RemovalやAct）の成立背景を中心に」『札幌学院大学人文学会紀要』（札幌学院大学人
文学会）ｳｶ╇やpp╆やｱｰｹまｱｳｰ╆

ブラウン，D

　ｱｹｷｲや 『わが魂を聖地に埋めよ―アメリカ・インディアン闘争史』上・下巻（鈴木主税訳）
草思社 ╆

プルーカ，フランシス・ポール

　ｱｹｹｳaや 「アメリカ社会とインディアン―独立革命から現代まで ｱ」（西出敬一訳）『札幌学院
大学人文学会紀要』（札幌学院大学人文学会）ｵｳ╇やpp╆やｱｰｱまｱｲｶ╆

　ｱｹｹｳbや 「アメリカ社会とインディアン―独立革命から現代まで ｲ」（西出敬一訳）『札幌学院
大学人文学会紀要』（札幌学院大学人文学会）ｵｴ╇やpp╆やｱｳｷまｱｶｲ╆や

　ｱｹｹｴや 「アメリカ社会とインディアン―独立革命から現代まで ｳ」（西出敬一訳）『札幌学院
大学人文学会紀要』（札幌学院大学人文学会）ｵｵ╇やpp╆やｱｴｳまｱｵｸ╆

へーガン，W．T．

　ｱｹｸｳや 『アメリカ・インディアン史』（西村頼男他訳）北海道大学図書刊行会 ╆

　ｱｹｸｴや 『アメリカ・インディアン史』［改訂版］（西村頼男他訳）北海道大学図書刊行会 ╆

　ｱｹｹｸや 『アメリカ・インディアン史』［第 ｳ版］（西村頼男他訳）北海道大学図書刊行会 ╆

ホーク，B

　ｱｹｹｶaや 「北米先住民ブラック・ホークの自伝（ｱ）」（西村頼男訳）『阪南論集（人文・自然科学
編）』（阪南大学）ｳｲ〉ｱ《╇やpp╆やｱｳまｲｲ╆

　ｱｹｹｶbや 「北米先住民ブラック・ホークの自伝（ｲ）」（西村頼男訳）『阪南論集（人文・自然科学
編）』（阪南大学）ｳｲ〉ｳ《╇やpp╆やｴｱまｵｲ╆

ホロウェイ，デイヴィッド

　ｱｹｷｶや 『ルイスとクラーク』（池央耿訳）草思社 ╆

本多勝一

　ｱｹｷｰや 『アメリカ合州国』朝日新聞社 ╆

　ｱｹｷｲや 『カナダ・エスキモー』すずさわ書店 ╆

本間長世（解説）

　ｱｹｷｷや 『アメリカ・インディアン』［アメリカ古典文庫 ｱｴ］（平野孝訳）研究社 ╆

マードック，デヴィッド



┙ᢎ䭩䮨䮱䭲䮺䯂䮀䮆䮎䭪䯃䮁104 105ᣣᧄ䬺䬙䬠䭚ർ☨వ᳃⎇ⓥᢥ₂⋡㍳䙶ᱧผቇಽ㊁

　ｱｹｹｵや 『アメリカ・インディアン』［ビジュアル博物館 ｶｰ］（富田虎男監修、吉枝彰久訳）同
朋舎出版

マクガバーン，アン

　ｱｹｹｱや 『三人の偉大なインディアン』（ジーン・デビス、池田広子訳）信山社 ╆

馬籠久美子

　ｱｹｹｹや 「美しき道の教え―北米・ディネの強制移住問題」原田勝弘他（編）『環太平洋先住
民族の挑戦―自治と文化再生をめざす人びと』明石書店 ╇やpp╆やｱｹまｶｱ╆

マシーセン，ピーター

　ｲｰｰｳや 『インディアン・カントリー―土地と文化についての主張』上・下（澤西康史訳）中
央アート出版社 ╆

松隈　清

　ｱｹｷｸや 「アメリカ・インデアンと国際法の起源―フランシスコ・ビトリアを訪れて」（資料）
『八幡大学論集』（八幡大学法経学会）ｲｸ〉ｲ・ｳ《╇やpp╆やｶｵまｹｰ╆

松島駿二郎

　ｱｹｸｵや 『ショショニ族の魂―もうひとつのアメリカ開拓史』筑摩書房 ╆

三崎敬之

　ｱｹｵｳや 「ピークォト戦争」『愛媛大学紀要』（第 ｱ部人文学部）ｱ〉ｴ《╇やpp╆やｳｲｳまｳｳｳ╆

水野由美子

　ｱｹｹｷや 「異文化としての学校―ニューディール期の教育改革とナバホ族」『アメリカ史研究』
（アメリカ史研究会）ｲｰ╇やpp╆やｵｸまｷｴ╆

　ｱｹｹｸや “Dineや biやOltaや orやSchoolやofや theやNavajos╈やEducationalやExperimentsやatやRoughやRockや
DemonstrationやSchool╇やｱｹｶｶまｱｹｷｰ╇”『英文ジャーナル』（アメリカ学会）ｹ╆やpp╆やｱｴｳまｱｶｹ╆

　ｲｰｰｰや 「『滅びゆくインディアン』から『レッド・アトランティス』へ― ｱｹｲｰ年代のニュー
メキシコ州プエブロと先住民政策改革運動」『アメリカ研究』（アメリカ学会）ｳｴ╇やpp╆や
ｱｹｳまｲｰｹ╆

　ｲｰｰｲや 「ｱｹｲｰ年代の『トライバル・ダンス』論争―その展開と歴史的意義」『一橋論叢』（一
橋大学一橋学会）ｱｲｸ〉ｲ《╇やpp╆やｱｳｴまｱｵｲ╆

　ｲｰｰｳや 「ヌエボ・メヒコからニューメキシコへ―合衆国による併合とネイティヴ－国家関係
の再編過程」油井大三郎、遠藤泰生編『浸透するアメリカ、拒まれるアメリカ―世
界史の中のアメリカニゼーション』東京大学出版会 ╇やpp╆やｱｳｸまｱｵｶ╆

　ｲｰｰｴや 「『変則的存在』から『インディアン市民』へ― ｱｹｲｰ年代の連邦議会におけるナヴァ
ホ政策論争」『言語文化論集』（名古屋大学）ｲｶ〉ｱ《╇やpp╆やｱｳｵまｱｵｳ╆

　ｲｰｰｵや 「プエブロ―文化継承のための戦略と課題」富田虎男、スチュアート　ヘンリ（編）
『講座世界の先住民族―ファースト・ピープルズの現在― ｰｷ北米』明石書店 ╇やpp╆や
ｱｶｳまｱｷｷ╆

　ｲｰｰｶや 「国民の境界の再構築」アメリカ学会（訳編）『原典アメリカ史―社会史史料集』岩
波書店 ╇やpp╆やｲｵｴまｲｶｴ╆
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宮岡伯人

　ｱｹｸｷや 『エスキモー―極北の文化誌』岩波書店 ╆

宮下敬志

　ｲｰｰｳや 「や一九世紀末から革新主義時代にかけてのアメリカ東部諸改革運動の系譜―アメリ
カ先住民（インディアン）改革者の分析を通して」『立命館文學』ｵｸｰ╇やpp╆やｲｲまｴｶ╆

ミラー，デイヴィッド・H．

　ｱｹｶｷや 『カスター将軍の最期』（高橋泰邦訳）早川書房 ╆

ミラー，R・J

　ｱｹｹｳや 「北部と先住民」（横山久美子訳）ダグラス・フランシス、木村和男（編）『カナダの地
域と民族―歴史的アプローチ』同文舘出版 ╇やpp╆やｲｲｳまｲｵｶ╆

ムーニー，ジェイムズ

　ｱｹｸｹや 『ゴースト・ダンス―アメリカ・インディアンの宗教運動と叛乱』（荒井芳廣訳）紀
伊国屋書店 ╆

森田ゆり

　ｱｹｸｹや 『聖なる魂―現代アメリカ・インディアン指導者デニス・バンクスは語る』朝日新聞社 ╆

横須賀孝弘

　ｱｹｹｱや 『ハウ・コラ―インディアンに学ぶ』日本放送出版協会 ╆

　ｱｹｹｲaや 「インディアンの文化―その衝撃」『ユリイカ』（書肆ユリイカ）ｲｴ〉ｳ《╇やpp╆やｶｶまｷｵ╆

　ｱｹｹｲbや 「北米インディアンに関する邦語書籍」『ユリイカ』（書肆ユリイカ）ｲｴ〉ｳ《╇やpp╆やｲｱｴまｲｱｷ╆

横須賀孝弘（編）

　ｱｹｹｹや 『目録・北米インディアンの本― ｱｹｵｱ－ ｱｹｹｸ』私家版 ╆

横田和憲

　ｱｹｸｶや 「SelfまRelianceやtowardやRebirth╈やOnやtheやWorldやofやNativeやAmericans」『金城学院大学論集
　英米文学編』（金城学院大学）ｱｱｴ╇やpp╆ｱｸｷまｲｰｶ╆

吉田かよ子

　ｱｹｹｴや 「アメリカ西部に生きた女性たち」『北星学園女子短期大学紀要』（北星学園女子短期大
学）ｳｱ╇やpp╆やｱｵまｲｷ╆

ライト，ロナルド

　ｱｹｹｳや 『奪われた大陸』（香山千加子訳）NTT出版 ╆

ラディン，ポール

　ｱｹｸｰや 『あるインディアンの自伝―北米ウィネバゴ族の生活と文化』（滝川秀子訳）思索社 ╆

ラフリン，ウィリアム

　ｱｹｸｶや 『極北の海洋民　アリュート民族』（スチュアート　ヘンリ訳）六興出版 ╆

ランバート，カーメン
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　ｱｹｸｸや 「カナダ都市部における原住民のエスニシティ」（益子待也訳）綾部恒雄（編）『カナダ
民族文化の研究―多文化主義とエスニシティ』刀水書房 ╇やpp╆やｱｳｷまｱｶｹ╆

立教大学アメリカ研究所（編）

　ｱｹｸｸや 『アメリカ・インディアン研究邦語文献目録 ｱｹｴｵ～ ｱｹｸｷ』（『アメリカ研究シリーズ』》立
教大学アメリカ研究所 『ｱｰ）╆

レッドフォックス，W

　ｱｹｷｱや 『白い征服者との戦い―アメリカ・インディアン酋長レッド・フォックスの回想』（秋
山一夫訳）サイマル出版会 ╆や

ローランソン，メアリー、ジェームズ・Ｅ・シーヴァー

　ｱｹｹｶや 『インディアンに囚われた白人女性の物語―Ⅰ．メアリー・ローランソン夫人の捕囚
と救済の物語　Ⅱ．メアリー・ジェミソン夫人の生涯の物語』（白井洋子訳）刀水書房 ╆

和智綏子

　ｱｹｹｹや 「南カリフォルニア・インディアンと都市社会―文化保存と民族アイデンティティの
諸問題」青柳清孝、松山利夫（編）『先住民と都市―人類学の新しい地平』青木書店 ╇や
pp╆やｲｲｹまｲｴｷ╆
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